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『
山
西
鎮
辺
垣
布
陣
図
』（
仮
称
）
に
関
す
る

　
　
　

地
理
学
、
文
献
学
、
絵
画
論
的
調
査
― 

予
備
的
考
察

田　

中　

和　

子

木　

津　

祐　

子

宇
佐
美　

文　

理

は
じ
め
に

京
都
大
学
総
合
博
物
館
地
理
部
門
で
は
、
二
○
○
八
年
秋
よ
り
、
収
蔵
資
料
（
地
図
、
ア
ト
ラ
ス
、
写
真
等
）
の
点
検
・
整
理
作
業
を
行
っ
て

い
る
。
こ
の
作
業
の
過
程
で
、
多
数
の
未
整
理
資
料
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
本
稿
は
、
そ
う
し
た
未
整
理
資
料
の
一
つ
に
つ
い
て
の

予
察
的
な
調
査
報
告
で
あ
る
。

調
査
対
象
は
、
明
末
清
初
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
中
国
の
絵
図
で
あ
る
。
画
冊
の
形
式
で
十
三
面
、
表
紙
（
厚
紙
を
紺
色
の
絹
布
で
装
丁
）
の

大
き
さ
は
縦
五
四
・
五
セ
ン
チ
×
横
四
二
セ
ン
チ
、
題
箋
は
欠
落
し
て
い
る
。
図
幅
部
分
の
大
き
さ
は
、
お
よ
そ
縦
四
四
・
五
セ
ン
チ
×
横
七
○
・
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八
セ
ン
チ
の
絹
本
で
あ
る
。
各
画
面
は
所
謂
胡
蝶
装
で
、
見
開
い
た
一
面
に
一
図
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
各
図
の
裏
面
は
接
着
さ
れ
て

い
る
。
背
の
部
分
は
傷
み
が
激
し
く
、
発
見
時
に
表
紙
は
離
れ
て
お
り
、
表
紙
が
ど
の
よ
う
に
つ
け
ら
れ
て
い
た
か
も
定
か
で
は
な
い
。
裏
表
紙

は
欠
落
し
て
い
る
。
図
幅
の
四
周
は
紺
色
の
絹
布
で
縁
取
り
さ
れ
て
い
る
。
縁
取
り
の
布
幅
は
帖
に
よ
っ
て
多
少
異
な
る
。
描
か
れ
て
い
る
の
は
、

大
小
様
々
な
陣
や
墩
、
楼
台
お
よ
び
そ
の
名
称
、
長
城
、
山
と
河
川
な
ど
で
あ
る
。
題
記
を
伴
う
も
の
も
あ
る
。
主
要
な
陣
に
は
路
程
記
も
付
さ

れ
て
い
る
。
絵
図
は
、
墨
線
に
よ
っ
て
輪
郭
が
描
か
れ
た
後
、
黄
色
や
茶
色
の
淡
彩
、
あ
る
い
は
濃
い
赤
、
青
、
緑
色
で
着
色
さ
れ
て
い
る
。
文

字
部
分
は
、
濃
い
赤
色
で
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
た
方
形
枠
に
金
泥
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
金
泥
線
は
山
の
青
緑
部
の
上
に
も
描
き
加
え
ら
れ
て
い

る
。
な
お
、
少
虫
損
が
あ
り
、
部
分
的
に
修
復
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
修
復
の
時
期
は
不
明
で
あ
る
。

本
稿
の
標
題
に
示
し
た
『
山
西
鎮
辺
垣
布
陣
図
』
は
、『
中
華
古
地
圖
珍
品
選
集（
１
）』

や
『
中
国
古
代
地
図
集
・
明
代（
２
）』、

李
孝
聡（
３
）に

挙
げ
ら
れ

た
類
似
の
地
図
名
を
参
考
に
し
て
付
し
た
、仮
称
で
あ
る（
４
）。

本
資
料
は
表
題
を
持
た
ぬ
た
め
、本
来
の
名
称
が
不
明
で
あ
る
。
こ
の
絵
図
の
名
称
、

描
か
れ
た
領
域
、
描
か
れ
た
年
代
、
描
き
手
と
描
法
、
目
的
・
用
途
、
装
丁
な
ど
、
資
料
に
つ
い
て
解
明
す
べ
き
点
は
多
岐
に
わ
た
る
。
三
名
の

著
者
た
ち
は
、
各
自
の
専
門
分
野
で
あ
る
地
理
学
、
中
国
文
献
学
、
中
国
絵
画
論
の
立
場
か
ら
、
共
同
で
こ
の
絵
図
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
て
い

る
。
著
者
た
ち
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
絵
図
の
多
面
的
な
分
析
を
通
し
て
、
こ
の
絵
図
が
描
く
時
代
、
つ
ま
り
明
代
末
期
頃
の
中
国
国
境

防
衛
地
帯
に
つ
い
て
の
地
図
、
文
字
、
絵
画
に
よ
る
空
間
表
現
の
意
味
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
調
査
研
究
は
ま
だ
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
あ

る
が
、
現
時
点
で
明
ら
か
に
で
き
た
こ
と
を
予
報
と
し
て
提
示
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
は
、
類
例
の
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
こ
の
タ
イ
プ
の
絵
図
の

存
在
と
貴
重
さ
と
を
広
く
知
ら
し
め
、
い
っ
そ
う
の
研
究
の
深
化
と
広
が
り
を
期
待
す
る
こ
と
に
よ
る
。

本
稿
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
第
一
章
で
は
、『
山
西
鎮
辺
垣
布
陣
図
』
の
描
く
領
域
の
特
定
な
ら
び
に
十
三
帖
の
配
列
と

相
互
の
関
係
性
に
つ
い
て
田
中
が
報
告
す
る
。
第
二
章
で
は
、
題
記
と
地
名
・
路
程
記
等
、
記
載
さ
れ
た
文
字
の
全
文
と
和
訳
を
提
示
し
た
上
で
、

絵
図
の
描
か
れ
た
年
代
推
定
に
つ
い
て
木
津
が
報
告
す
る
。
第
三
章
で
は
、
山
の
描
写
に
つ
い
て
の
考
察
と
、
地
図
山
水
画
史
に
お
け
る
こ
の
地



三

京都大學文學部研究紀要　第49号

図
の
位
置
に
つ
い
て
、
宇
佐
美
が
報
告
す
る
。
各
章
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
の
今
後
の
研
究
課
題
に
も
触
れ
る
。

注（
１
）
中
国
測
絵
科
学
研
究
院
（
編
纂
）（
一
九
九
八
）『
中
華
古
地
圖
珍
品
選
集
』
哈
爾
濱
地
圖
出
版
社
、
全
二
七
三
頁
。

（
２
）
曹
婉
如
他
（
編
）（
一
九
九
五
）『
中
国
古
代
地
図
集
・
明
代
』
文
物
出
版
社
、
全
三
三
頁
＋
二
四
八
図
葉
＋
一
四
三
頁
。

（
３
）
李
孝
聡
（
二
○
○
七
）「
中
国
古
地
図
の
再
会
―
台
北
故
宮
博
物
院
所
蔵
図
の
整
理
と
考
察
―
」
藤
井
・
杉
山
・
金
田
（
編
）『
大
地
の
肖
像
―
絵
図
・
地
図
が
語
る
世
界
―
』

京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
第
二
十
章
、
四
一
○
〜
四
二
四
頁
。

（
４
）
文
学
部
図
書
館
の
図
書
目
録
に
は
、
こ
の
古
地
図
の
内
容
と
関
連
す
る
名
称
の
資
料
が
見
あ
た
ら
な
い
。
京
都
帝
國
大
学
文
学
部
地
理
学
教
室
の
『
図
書
台
帳
』（
明
治

四
十
一
年
七
月
か
ら
昭
和
三
十
八
年
三
月
）
と
『
備
品
出
納
簿
』（
明
治
四
十
一
年
か
ら
昭
和
十
一
年
）、
総
合
博
物
館
開
設
時
に
文
学
部
か
ら
総
合
博
物
館
地
理
部
門
に
移

管
さ
れ
た
「
備
品
リ
ス
ト
」
を
調
べ
た
が
、
該
当
す
る
可
能
性
の
あ
る
地
図
は
見
あ
た
ら
な
か
っ
た
。

第
一
章　
『
山
西
鎮
辺
垣
布
陣
図
』
に
描
か
れ
る
空
間
範
域

『
山
西
鎮
辺
垣
布
陣
図
』
に
は
、八
百
を
超
え
る
地
名
お
よ
び
地
名
に
関
連
す
る
記
載
が
あ
る
（
記
載
さ
れ
た
地
名
や
文
章
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

第
二
章
を
参
照
さ
れ
た
い
）。
城
、
堡
、
州
、
縣
、
墩
な
ど
に
加
え
、
そ
れ
ら
の
う
ち
の
四
十
二
の
主
要
陣
に
は
東
西
南
北
へ
の
路
程
記
が
四
辺

に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

本
章
で
は
、『
布
陣
図
』
に
描
か
れ
て
い
る
空
間
範
域
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
ず
、『
布
陣
図
』
に
記
載
さ
れ
た
主
要
な
地
名
の
位
置
を
地
図
（
緯
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度
経
度
を
用
い
た
地
図
）
上
で
特
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
十
三
帖
そ
れ
ぞ
れ
の
描
く
領
域
、
す
な
わ
ち
各
図
幅
の
被
覆
領
域
を
画
定
す
る
。
ま
た
、

各
陣
の
路
程
記
で
到
達
地
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
地
名
の
分
布
範
囲
を
行
程
圏
と
し
て
提
示
す
る
。

第
一
節　

地
名
特
定
の
た
め
に
用
い
た
資
料

地
名
の
位
置
特
定
に
際
し
て
、
以
下
の
も
の
を
参
考
に
し
た
。

（
１
） 『
布
陣
図
』
に
描
か
れ
た
相
対
的
な
位
置
関
係
―
陣
や
城
の
隣
接
関
係
、
長
城
と
の
位
置
関
係
、
五
臺
山
や
大
河
川
（
黄
河
等
）
な
ど
自
然

地
形
と
の
位
置
関
係
。『
布
陣
図
』
中
に
記
載
さ
れ
た
東
西
南
北
の
方
位
や
里
数
の
精
度
は
と
も
か
く
と
し
て
、
相
対
的
な
位
置
関
係
は
概    

ね
正
確
に
描
か
れ
て
い
る
。

（
２
）
明
代
の
山
西
地
図
と
し
て
「
山
西　

一
」（『
中
国
歴
史
地
圖
集（
１
）』）

（
３
） 

明
代
の
長
城
付
近
の
地
図
と
し
て
、『
山
西
鎮
總
圖
』（
明
萬
暦
癸
卯
）（
一
六
○
三
年（
２
））、

お
よ
び
『
山
西
邊
圖
』（
明
萬
暦
四
十
一
年
）

（
一
六
一
三
年（
３
））。

と
も
に
主
要
な
陣
の
み
描
か
れ
る
。

（
４
）
清
代
の
山
西
図
と
し
て
、『
山
西
邊
關
圖
』（
乾
隆
十
五
年
）（
一
七
五
○
年（
４
））。

（
５
） 

清
代
後
期
の
山
西
省
北
部
地
図
と
し
て
、『
山
西
通
志　

巻
二
・
巻
三
』
府
州
廳
縣
圖
（
光
緒
十
二
年
（
一
八
八
六
年（
５
）））。

こ
の
地
図
は
、府
、

州
、
県
ご
と
に
分
割
さ
れ
、
自
然
地
名
（
山
河
な
ど
）
を
除
い
て
も
、
寧
武
県
、
偏
関
県
、
神
池
県
、
五
寨
県
、
代
州
本
州
、
崞
県
、
繁

峙
県
、
保
徳
州
本
州
、
河
曲
県
な
ど
、
県
ご
と
に
百
前
後
の
地
名
が
詳
細
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
長
城
や
河
川
の
ほ
か
、
県
や
州
の
境
界

線
も
示
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）
中
華
民
国
時
代
の
地
図
と
し
て
、『
偏
關
志
』（
民
国
四
年
）（
一
九
一
五
年（
６
））

掲
載
の
地
図
。
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（
７
）
山
西
省
の
歴
史
地
図
集
と
し
て
『
中
国
文
物
地
図
集
』（
二
〇
〇
六
年（
７
））。

（
８
） 
現
在
の
地
名
情
報
と
照
合
す
る
た
め
の
地
図
と
し
て
、『
山
西
省
地
図
』（
二
○
○
四
年（
８
））（

全
省
の
縮
尺
は
七
五
万
分
の
一
）、『
山
西
省　

分
県
地
図
册
』（
一
九
九
四
年（
９
））（

各
県
地
図
の
縮
尺
は
五
○
万
分
の
一
前
後
）、『
山
西
省
地
図
册
』（
二
○
○
七
年（
10
））（

各
県
地
図
の
縮

尺
は
四
○
万
分
の
一
前
後
）。

（
９
）
自
然
地
形
、
河
の
流
路
、
山
脈
、
尾
根
線
等
の
配
置
を
確
認
す
る
た
め
の
地
図
と
し
て
、
五
○
万
分
の
一
地
勢
図
（T

P
C

 G
-9

B （
11
））。

本
稿
で
は
、
当
該
の
図
幅
内
に
描
か
れ
た
主
要
な
陣
を
中
心
に
検
討
す
る
。
約
八
百
の
す
べ
て
の
地
名
の
位
置
特
定
は
、『
布
陣
図
』
の
作
成

年
代
に
つ
い
て
の
考
証
と
並
行
し
て
行
う
必
要
も
あ
る
た
め
、
今
後
の
課
題
と
し
て
お
く
。

第
二
節　

各
帖
の
被
覆
領
域
と
そ
の
配
列

十
三
帖
の
各
々
の
図
幅
の
被
覆
領
域
と
そ
れ
ら
の
配
置
を
図
１
―
１
に
示
す
。
図
中
に
は
、
帖
の
序
列
番
号
を
書
き
入
れ
て
い
る
。
表
紙
に
続

く
頁
を
第
一
帖
、
末
尾
を
第
十
三
帖
と
し
て
い
る
。

『
布
陣
図
』
は
、
現
在
の
山
西
省
の
北
部
、
長
城
に
沿
っ
て
東
西
に
延
び
る
一
帯
を
描
い
て
い
る
。
黄
土
高
原
に
あ
っ
て
、
大
部
分
が
標
高

三
千
フ
ィ
ー
ト
（
約
九
一
四
メ
ー
ト
ル
）
を
越
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
東
端
は
、
現
在
の
山
西
省
の
省
界
を
越
え
、
西
端
は
黄
河
本
流
に
達
し
て

い
る
。
西
か
ら
東
に
流
れ
て
い
た
黄
河
は
、
こ
の
付
近
で
、
向
き
を
変
え
、
南
流
を
は
じ
め
る
。
十
三
帖
は
、
大
き
く
東
部
と
西
部
に
分
か
れ
る
。

長
城
の
東
路
と
西
路
に
合
わ
せ
て
、
以
下
で
は
、
東
路
地
帯
、
西
路
地
帯
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
第
三
帖
か
ら
第
八
帖
ま
で
は
、

沱
河
の
上
流

部
に
並
行
し
、
第
一
帖
は
、
北
東
に
流
れ
る
桑
乾
河
と
南
流
す
る
汾
河
の
分
水
界
領
域
を
描
い
て
い
る
。
第
十
帖
か
ら
第
七
帖
ま
で
が
連
続
す
る

が
、
第
十
三
帖
と
第
十
二
帖
は
、
少
し
ず
つ
南
西
方
向
に
ず
れ
た
領
域
を
描
い
て
い
る
。
第
九
帖
の
描
く
領
域
は
、
東
の
系
列
と
西
の
系
列
の
中
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図
1
－
1　『

山
西
鎮
辺
垣
布
陣
図
』（
仮
称
）
の
十
三
帖
の
描
く
領
域
お
よ
び
そ
れ
ら
の
配
列

注
）
図
中
の
山
西
省
の
省
界
は
現
代
の
も
の
。
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図
1
－
2　
主
要
な
陣
（
城
、
關
、
堡
な
ど
）
の
位
置
と
そ
れ
ら
の
路
程
記
で
指
示
さ
れ
る
地
名
の
分
布
域
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間
に
位
置
す
る
。

な
お
、
図
１
―
１
で
は
、
縮
尺
の
関
係
も
あ
っ
て
、
図
幅
の
被
覆
領
域
が
連
続
し
て
い
る
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
が
、
絵
柄
の
描

写
や
題
記
の
内
容
か
ら
も
、
ほ
ぼ
連
続
し
て
い
る
と
推
測
で
き
る
の
は
、
東
路
系
列
の
第
三
帖
か
ら
第
八
帖
ま
で
の
六
図
幅
と
、
西
路
系
列
の
第

十
一
帖
か
ら
第
七
帖
の
三
図
幅
で
あ
る
。
題
記
の
検
討
に
つ
い
て
は
第
二
章
、
絵
柄
に
関
す
る
検
討
に
つ
い
て
は
第
三
章
を
参
照
さ
れ
た
い
。

各
帖
の
図
幅
は
、
横
長
の
矩
形
で
あ
る
が
、
図
１
―
１
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
実
際
の
地
図
上
で
も
東
西
に
長
い
矩
形
の
範
囲
が
描
か
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
縦
長
の
矩
形
に
近
い
も
の
も
あ
る
し
、
歪
ん
だ
形
の
も
の
も
あ
る
。
四
方
位
（
北
南
西
東
）
の
路
程
記
は
、
そ
れ
ぞ
れ
陣

の
周
囲
、
上
下
左
右
の
位
置
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
図
幅
の
絵
が
描
か
れ
る
方
向
は
、
必
ず
し
も
地
理
学
的
北
を
上
と
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

河
川
や
長
城
と
並
行
す
る
配
置
の
も
の
が
多
い
。
被
覆
領
域
面
積
も
大
小
の
差
が
あ
り
、
西
路
地
帯
の
各
帖
お
よ
び
東
路
地
帯
の
第
二
帖
は
比
較

的
狭
い
範
囲
を
描
い
て
い
る
。
縮
尺
の
違
い
は
、
描
か
れ
る
情
報
の
量
や
精
度
、
個
々
の
陣
や
防
衛
前
線
の
重
要
度
と
も
関
わ
る
は
ず
で
あ
る
。

各
帖
の
被
覆
領
域
の
配
列
か
ら
考
え
る
べ
き
重
要
な
問
題
の
一
つ
は
、
欠
落
帖
の
存
在
の
有
無
、
ま
た
、
欠
落
帖
が
あ
る
と
し
た
場
合
の
位
置

で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
検
討
す
る
。

第
三
節　

主
要
な
陣
の
分
布
と
『
布
陣
図
』
の
行
程
圏

図
１
―
２
に
、『
布
陣
図
』
に
描
か
れ
て
い
る
主
要
な
陣
の
位
置
を
●
で
、路
程
記
で
指
示
さ
れ
て
い
る
主
な
地
名
の
位
置
を
○
で
示
し
て
い
る
。

図
１
―
２
に
は
、『
布
陣
図
』
で
描
か
れ
る
長
城
と
河
川
お
よ
び
そ
れ
ら
に
連
な
る
部
分
も
示
し
て
い
る
。
東
か
ら
西
へ
続
く
長
城
は
、
な
だ
ら

か
な
弧
を
描
き
な
が
ら
、
朔
寧
堡
や
寧
武
の
付
近
で
南
に
湾
曲
し
た
後
、
五
眼
井
堡
付
近
で
、
Ｙ
字
型
に
分
岐
し
て
、
黄
河
へ
向
か
う
。
図
１
―

２
で
は
や
や
読
み
取
り
に
く
い
が
、
河
會
堡
付
近
に
も
短
い
長
城
が
あ
る
。
現
実
の
地
表
面
と
対
照
す
る
と
、
各
帖
（
図
幅
）
の
描
く
領
域
の
広
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が
り
に
は
ゆ
が
み
や
歪
み
が
あ
る
。
こ
う
し
た
歪
み
は
、『
布
陣
図
』
の
東
西
の
端
の
図
幅
に
顕
著
に
み
ら
れ
る
。
東
端
の
図
幅
で
は
、
長
城
よ

り
東
に
あ
る
靈
丘
県
、
廣
昌
県
、
紫
荊
関
の
位
置
を
南
に
曲
げ
る
形
で
取
り
込
ん
で
い
る
。
他
方
、
西
端
の
河
會
堡
を
含
む
図
幅
の
上
辺
は
、
曲

流
す
る
黄
河
に
沿
っ
て
お
り
、
黄
河
と
そ
の
河
岸
に
接
す
る
長
城
を
描
き
、
黄
河
沿
い
に
南
下
し
て
保
徳
州
ま
で
を
含
む
。
全
般
に
、
遠
方
の
地

名
を
描
き
込
む
際
に
、
実
際
の
地
表
の
広
が
り
や
遠
近
関
係
が
歪
め
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

図
幅
に
盛
り
込
ま
れ
た
情
報
量
や
大
き
な
縮
尺
で
描
か
れ
る
詳
し
さ
と
い
う
点
で
特
徴
的
な
の
は
、
西
路
系
列
の
一
連
の
帖
（
第
十
一
〜
十
二

帖
）、
東
路
系
列
の
第
二
帖
（
廣
武
城
）
と
第
一
帖
の
寧
武
城
付
近
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
図
幅
で
は
、
陣
や
山
々
、
流
路
沿
い
の
河
岸
段
丘
な
ど

が
丁
寧
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、

嵐
州
を
中
心
と
す
る
第
九
帖
は
最
も
広
く
、
多
数
の
峡
谷
と
河
川
が
あ
る
領
域
を
覆
っ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
州
や
県
が
分
散
す
る
だ
け
の
描
き
方
で
あ
る
。

主
要
陣
か
ら
の
路
程
記
で
指
示
さ
れ
た
地
名
を
用
い
て
、
こ
れ
ら
の
陣
を
起
点
と
す
る
行
程
圏
の
広
が
り
を
図
１
―
２
に
描
い
て
い
る
。
こ
の

行
程
圏
は
長
城
を
越
え
た
北
側
へ
よ
り
も
、
南
方
へ
の
広
が
り
の
ほ
う
が
大
き
く
、
南
西
部
で
は
永
寧
州
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、

西
路
地
帯
で
は
長
城
の
北
側
へ
の
行
程
域
の
広
が
り
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

主
要
地
名
と
被
覆
領
域
の
プ
ロ
ッ
ト
作
業
の
過
程
で
、
さ
ら
に
調
査
が
必
要
な
事
柄
が
二
点
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
ず
、
第
一
は
、
こ
の
『
布

陣
図
』
に
お
け
る
五
眼
井
堡
の
位
置
が
、
他
の
参
照
資
料
に
見
ら
れ
る
位
置
と
異
な
る
こ
と
で
あ
る
。『
布
陣
図
』
で
は
、
五
眼
井
堡
は
大
同
將

軍
會
と
同
じ
く
長
城
の
東
側
に
描
か
れ
て
い
る
。
だ
が
、
明
代
・
清
代
の
他
の
資
料
で
は
、
老
營
城
と
同
じ
、
長
城
の
西
側
に
描
か
れ
て
い
る
も

の
も
あ
る
。
五
眼
井
堡
の
位
置
が
変
わ
っ
た
の
か
、
も
し
移
動
し
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
が
こ
の
『
布
陣
図
』
の
作
成
年
代
を
知
る
手
が
か
り
に
な

り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
第
二
章
の
論
考
を
参
照
さ
れ
た
い
。）

第
二
は
、
帖
の
欠
落
に
関
わ
る
こ
と
が
ら
で
あ
る
。
欠
落
が
考
え
ら
れ
る
箇
所
は
、
第
八
帖
（
白
草
溝
堡
が
所
在
）
と
第
一
帖
（
寧
武
城
が
所

在
）
の
間
の
長
城
を
含
む
、
比
較
的
狭
い
範
囲
で
あ
る
。
こ
の
一
帯
に
は
、
寧
武
城
と
朔
寧
堡
の
路
程
記
で
指
示
さ
れ
て
い
る
盤
道
梁
と
鵰
窩
梁
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と
い
う
２
つ
の
梁
が
長
城
沿
い
に
所
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
帖
に
も
第
八
帖
に
も
描
か
れ
て
い
な
い
。
東
は
石

庵
か
ら
連
続
し
て
描

か
れ
て
き
た
長
城
が
、
朔
寧
堡
の
手
前
で
寸
断
さ
れ
る
の
も
不
自
然
で
あ
る
。
ま
た
、
長
城
の
中
路
に
あ
た
る
部
分
が
ま
っ
た
く
描
か
れ
て
い
な

い
。
中
路
長
林
、
中
路
八
角
、
中
路
神
池
の
三
カ
所
は
、
路
程
記
で
指
示
さ
れ
て
は
い
る
が
、
こ
れ
ら
を
陣
と
し
て
描
い
た
帖
が
存
在
し
な
い
。

た
だ
、
中
路
全
体
が
『
布
陣
図
』
の
被
覆
領
域
か
ら
は
ず
れ
て
い
る
た
め
、
欠
落
で
は
な
く
、
東
路
や
西
路
と
は
別
の
管
轄
範
囲
と
し
て
外
さ
れ

た
可
能
性
も
あ
る
。

第
四
節　

各
帖
の
被
覆
領
域
間
に
み
ら
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造

主
要
な
陣
（
城
や
堡
等
）
と
、
そ
の
路
程
記
で
東
西
南
北
の
到
達
先
と
し
て
記
載
さ
れ
た
地
名
（
城
や
堡
等
）
と
の
間
に
は
、
互
い
に
指
示
し

指
示
さ
れ
る
と
い
う
関
係
が
あ
る
。
こ
の
関
係
を
空
間
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
場
所
間
の
結
節
性
を
検
討
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
陣
を
ノ
ー
ド
（
結
節
点
）
と
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
陣
を
起
点
と
す
る
行
程
圏
に
つ
い
て
の
詳
細
な
検
討
は
別
稿
に
ゆ
ず
る
こ
と

と
し
、
こ
こ
で
は
、
各
帖
の
被
覆
領
域
（
内
部
に
所
在
す
る
す
べ
て
の
陣
や
墩
な
ど
）
を
単
位
と
し
て
、
相
互
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
す
る
。

図
１
―
３
に
、
帖
の
被
覆
領
域
間
の
指
示
―
被
指
示
関
係
を
示
し
て
い
る
。
図
中
に
は
、
各
被
覆
領
域
の
代
表
的
な
陣
を
示
し
て
い
る
が
、
こ

れ
ら
の
陣
地
間
の
関
係
の
み
を
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

指
示
―
被
指
示
関
係
を
矢
印
（
↓
）
で
表
現
し
て
い
る
が
、
矢
印
の
延
べ
数
の
多
さ
か
ら
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
結
合
拠
点
が
推
測
で
き
る
。
長

城
の
東
路
地
帯
で
は
、
最
上
位
の
拠
点
は
第
四
帖
の
被
覆
領
域
（
茹
越
磚
堡
が
所
在
）、
次
い
で
、
第
二
帖
の
被
覆
領
域
（
廣
武
城
が
所
在
）
で

あ
る
。
他
方
、
西
路
地
帯
で
は
第
十
三
帖
の
被
覆
領
域
（
偏
頭
關
城
が
所
在
）、
次
い
で
、
第
七
帖
（
草
垜
山
堡
が
所
在
）
の
被
覆
領
域
が
中
心

拠
点
と
な
っ
て
い
る
。
第
九
帖
の
被
覆
領
域
（

嵐
州
が
所
在
）
は
、東
路
地
帯
と
西
路
地
帯
と
を
仲
介
す
る
結
節
地
域
で
あ
る
。
換
言
す
る
と
、
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東
路
地
帯
と
西
路
地
帯
の
間
で
は
、
直
接
的
な
結
合
関
係
は
な
い
。
両
地
帯
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
し
て
い
る
。

本
章
第
二
節
で
指
摘
し
た
帖
の
欠
落
の
可
能
性
を
考
慮
す
る
と
、
こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
考
察
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
第
一
帖
（
寧
武
城
が
所
在
）
の
結
節
地
域
と
し
て
の
地
位
は
、
そ
の
東
北
に
隣
接
す
る
帖
が
存
在
し
た
と
す
る
と
、
大
き
く
変
わ
る

は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
長
城
中
路
地
帯
が
、
東
路
地
帯
と
西
路
地
帯
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
し
て
い
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

図
1
－
3　
路
程
記
の
記
載
か
ら
構
成
し
た
各
帖
の
被
覆
領
域
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
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第
五
節　

こ
れ
か
ら
の
課
題

本
章
で
の
分
析
で
明
ら
か
に
し
た
い
く
つ
か
の
点
に
つ
い
て
、
詳
細
に
考
察
を
加
え
る
に
は
、
調
査
す
べ
き
問
題
が
ま
だ
多
く
残
さ
れ
て
い
る

た
め
、
こ
こ
で
は
、
予
報
と
し
て
提
示
す
る
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

今
後
は
、
欠
落
の
可
能
性
の
あ
る
帖
の
探
索
や
類
似
の
軍
事
地
図
と
の
照
合
比
較
と
い
っ
た
地
図
本
体
に
関
わ
る
調
査
と
並
行
し
て
、
次
の
よ

う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
何
よ
り
も
、『
布
陣
図
』
に
記
載
さ
れ
た
す
べ
て
の
地
名
の
位
置
特
定
、
お
よ
び
、
よ
り
詳
細
か
つ
正

確
な
被
覆
領
域
お
よ
び
行
程
圏
の
画
定
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
起
伏
の
複
雑
な
黄
土
高
原
に
は
、
黄
河
や
桑
乾
河
や
汾
河
な
ど
の
水
系
と

そ
れ
ら
の
分
水
嶺
、
峡
谷
と
尾
根
、
盆
地
等
が
含
ま
れ
る
。
こ
う
し
た
地
形
と
各
帖
（
図
幅
）
の
被
覆
領
域
と
の
対
応
関
係
や
各
陣
の
立
地
条
件

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
、
各
陣
の
行
程
圏
と
軍
事
的
管
轄
領
域
の
関
係
を
解
明
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
作
業
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
長
城
地
帯

に
お
け
る
陣
の
相
互
関
係
お
よ
び
階
層
性
を
軍
事
・
行
政
機
能
か
ら
検
討
す
る
だ
け
で
な
く
、
空
間
的
な
立
地
分
析
や
領
域
分
割
の
問
題
と
し
て

取
り
組
み
た
い
。

『
布
陣
図
』
共
同
研
究
の
な
か
で
情
報
交
換
と
討
議
を
繰
り
返
し
つ
つ
、
地
理
学
の
立
場
か
ら
の
一
連
の
調
査
と
分
析
を
積
み
重
ね
て
ゆ
く
こ

と
に
よ
り
、
防
衛
空
間
を
描
く
『
山
西
鎮
辺
垣
布
陣
図
』
の
役
割
と
意
義
を
追
求
し
た
い
と
考
え
る
。

注（
１
）
譚
其
驤
（
主
編
）（
一
九
八
二
）『
中
國
歴
史
地
圖
集
』
第
七
册
（
元
・
明
時
期
）、
地
図
出
版
社
、
五
四
〜
五
五
頁
。

（
２
）『
山
西
鎮
總
圖
』（
明
萬
暦
癸
卯
刊
、
明
楊
時
寧
編
『
宣
大
山
西
三
鎮
總
圖
』
三
巻
、
玄
覽
堂
叢
書
第
二
○
〜
二
五
册
）
上
海
。

（
３
）『
山
西
邊
圖
』（
明
章
潢
編
『
圖
書
編
』（
一
九
七
一
年
成
文
出
版
社
用
萬
暦
四
十
一
年
刊
本
影
印　

巻
四
十
五
、二
十
六
葉
）。

（
４
）『
寧
武
府
志
』
十
二
巻
（
清
魏
元
樞
）
乾
隆
十
五
年
序
刊
本
。
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（
５
）『
偏
關
志
』
二
巻
（
明
盧
承
業
等
）
民
国
四
年
刊
本
。

（
６
）『
山
西
通
志　

巻
二
・
巻
三
』
府
州
廳
縣
圖
（
光
緒
十
二
年
）（
古
道
（
責
任
編
輯
）（
二
○
○
六
）『
山
西
省
疆
域
沿
革
圖
譜
』
全
国
図
書
館
文
献
縮
微
複
製
制
中
心
（
清
代

地
図
集
匯
編/

 

古
道
編
委
会
編
制
、
三
編
））。

（
７
）
国
家
文
物
局
（
主
編
）（
二
〇
〇
六
）『
中
国
文
物
地
図
集
』（
山
西
文
册
（
上
）（
中
）（
下
））
中
国
地
図
出
版
社
。

（
８
）
王
瑞
平
（
主
編
）（
二
○
○
四
）『
中
華
人
民
共
和
国
省
級
行
政
単
位
系
列
図　

山
西
省
地
図
』
中
国
地
図
出
版
社
。　
　
　
　
　
　
　

 

（
９
）
山
西
省
地
図
集
編
集
部
（
編
制
）（
一
九
九
四
）『
山
西
省
分
県
地
図
册
』
山
西
省
地
図
出
版
社
。

（
10
）
星
球
地
図
出
版
社
（
編
）（
二
○
○
七
）『
山
西
省
地
図
册
』
星
球
地
図
出
版
社
。

（
11
）T
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こ
の
地
勢
図
で
は
長
さ
の
単
位
と
し
て
フ
ィ
ー
ト
が
用

い
ら
れ
て
い
る
。
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第
二
章　
『
山
西
鎮
辺
垣
布
陣
図
』
が
描
く
時
代

『
山
西
鎮
辺
垣
布
陣
図
』（
仮
称
）
は
、
全
十
三
帖
よ
り
な
る
が
、
そ
れ
ら
が
描
く
領
域
は
、
ほ
ぼ
明
代
の
山
西
鎮（
１
）（

三
関
鎮（
２
））

に
該
当
す
る
、

東
は
平
刑
関
、
西
は
河
曲
県
に
到
る
ま
で
の
、
所
謂
「
内
長
城（
３
）」

沿
い
を
中
心
と
す
る
地
域
の
、
所
轄
管
内
の
城
関
・
堡
・
州
県
、
さ
ら
に
長

城
を
中
心
と
す
る
防
衛
線
上
に
隙
間
な
く
配
置
さ
れ
る
墩
台
や
楼
が
、
そ
の
主
た
る
描
図
対
象
で
あ
る
。
全
十
三
帖
の
内
十
帖
に
は
題
記
が
記
さ

れ
、
内
二
帖
は
二
つ
の
題
記
を
有
し
て
い
る
。

『
山
西
鎮
辺
垣
布
陣
図
』（
以
下
『
布
陣
図
』
と
略
称
）
は
、
次
の
よ
う
な
配
列
で
あ
る
。
以
下
、
漢
字
表
記
は
原
文
記
載
の
ま
ま
。

　

一
「
寧
武
」　

二
「
鴈
門
」　

三
「
平
刑
」　

四
「
茹
越
・
廣
武
」　

五
「
北
楼
」　　

六
「
車
道
塲
口
」　

七
「
草
垜
山
」　

　

八
「
白
草
溝
口
」　

九
「

嵐
」　

十
「
水
泉
營
」　

十
一
「
老
營
」　　

十
二
「
河
會
」　

十
三
「
偏
關
」

こ
の
配
列
は
決
し
て
実
際
の
地
理
関
係
を
反
映
し
な
い
。
第
一
章
に
詳
論
さ
れ
る
通
り
、
実
際
に
は
、
第
一
帖
の
寧
武
を
中
心
に
し
て
、
東
側

の
「
平
刑
〜
車
道
塲
口
〜
北
楼
〜
茹
越
・
廣
武
〜
鴈
門
〜
白
草
溝
口
」
の
領
域
と
、
西
側
の
「
老
營
〜
水
泉
營
〜
草
垜
山
〜
河
會
」
と
「

嵐
」

に
別
れ
て
お
り
、
題
記
の
記
載
法
に
も
そ
の
領
域
差
異
は
如
実
に
反
映
す
る
。
本
章
第
一
節
で
は
、
こ
れ
ら
の
絵
図
上
に
記
さ
れ
る
地
名
を
手
が

か
り
に
、『
布
陣
図
』
に
描
か
れ
る
長
城
沿
線
の
情
景
が
、
お
お
よ
そ
何
時
の
時
代
の
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

さ
ら
に
第
二
節
で
は
、
題
記
の
文
字
情
報
と
絵
図
、
及
び
第
一
章
に
示
さ
れ
る
地
理
的
状
況
を
考
慮
し
つ
つ
、『
布
陣
図
』
が
本
来
ど
の
よ
う
な

全
体
像
を
有
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
も
、
大
ま
か
な
見
取
り
図
を
示
し
て
お
こ
う
と
思
う
。
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第
一
節　
『
布
陣
図
』
が
描
く
時
代

『
布
陣
図
』
に
描
か
れ
る
全
て
の
地
名
・
城
関
名
に
つ
い
て
は
本
論
末
尾
の
附
録
「
釈
文
」
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
が
、
こ
の
中
の
幾
つ
か
の

地
名
に
は
、
描
か
れ
る
時
代
特
定
の
手
が
か
り
が
潜
む
。

（
一
）
玄
崗
口

ま
ず
、目
を
引
く
の
が
、第
一
帖
に
出
現
す
る
「
玄
崗
口
」
と
い
う
地
名
で
あ
る
。「
玄
」
は
、清
の
康
煕
帝
の
諱
「
玄
燁
」
の
第
一
字
で
あ
り
、

康
煕
帝
即
位
以
降
の
著
作
に
は
使
用
が
厳
し
く
禁
止
さ
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
。
実
際
、
雍
正
十
二
年
（
一
七
三
四
）
の
序
を
持
つ
『
山
西

通
志
』
に
は
、
こ
の
地
名
は
「
元
崗
口
」
と
記
さ
れ
て
い
る（
４
）。

本
図
の
成
立
は
、
遅
く
と
も
康
煕
年
間
（
一
六
六
二
〜
一
七
二
二
）
以
前
と
考

え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
寧
武
城

続
い
て
、
同
じ
く
第
一
帖
に
描
か
れ
る
「
寧
武
城
」
が
、
東
西
二
関
を
脇
に
備
え
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。
明
の
楊
時
寧
撰
『
宣
大
山
西
三

鎮
圖
説
』（
萬
暦
三
十
一
年
刊（
５
））

の
第
三
巻
「
山
西
鎮
總
圖
」（
以
下
「
総
図
」
と
略
称
）
は
、『
布
陣
図
』
と
同
じ
「
山
西
鎮
」
の
地
図
を
記
載

す
る
が
、
そ
の
「
寧
武
関
」
も
や
は
り
東
西
二
関
を
擁
す
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
説
明
が
加
え
ら
れ
る
。

　

 

景
泰
元
年
、
築
寧
武
土
城
、
成
化
間
展
修
之
。
隆
慶
四
年
、
始
議
甎
石
包
砌
焉
。
周
七
里
零
二
十
六
步
、
高
連
女
墻
四
丈
二
尺
。
萬
曆

二
十
七
年
、添
築
西
關
土
堡
一
座
、周
四
百
六
丈
三
尺
。
二
十
八
年
、又
建
東
關
土
堡
一
座
、周
五
百
八
十
六
丈
九
尺
。
俱
高
三
丈
五
尺
。（
景

泰
元
年
、
寧
武
土
城
を
築
き
、
成
化
の
間
に
之
を
展
修
す
。
隆
慶
四
年
、
始
め
て
甎
石
に
て
包
砌
す
る
こ
と
を
議
す
。
周
七
里
零
二
十
六
步
、

高
く
女
墻
四
丈
二
尺
を
連
ぬ
。
萬
曆
二
十
七
年
、
西
關
土
堡
一
座
を
添
築
す
、
周
四
百
六
丈
三
尺
。
二
十
八
年
、
又
た
東
關
土
堡
一
座
を
建

つ
。
周
五
百
八
十
六
丈
九
尺
。
俱
に
高
さ
三
丈
五
尺
。）



一
六

『山西鎮辺垣布陣図』（仮称）に関する地理学、文献学、絵画論的調査

つ
ま
り
、寧
武
城
に
東
西
二
関
が
備
わ
る
の
は
萬
暦
二
十
八
年
（
一
六
〇
〇
）
以
降
の
こ
と
と
な
る
の
だ
。
因
み
に
、『
布
陣
図
』
に
「
寧
武
城
」

と
記
さ
れ
る
こ
の
城
名
は
、
本
帖
右
上
角
に
見
え
る
題
記
に
は
、「
寧
武
所
」
と
い
う
呼
称
で
記
載
さ
れ
る
。
こ
れ
は
守
備
の
所
在
を
示
す
呼
称

だ
が
、
本
絵
図
で
「
〜
所
」
と
記
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
寧
武
と
第
十
一
帖
の
老
營
の
み
で
あ
る
。

（
三
）
五
眼
井
堡

『
布
陣
図
』
第
十
一
「
老
營
」
図
に
は
、周
囲
を
牆
壁
で
囲
ま
れ
た
「
五
眼
井
堡
」
が
長
城
近
く
に
描
か
れ
、そ
の
す
ぐ
そ
ば
の
長
城
に
は
、「
五

眼
井
口
」
と
い
う
関
門
が
穿
た
れ
て
い
る
。
こ
の
「
五
眼
井
」
の
描
き
方
に
、「
総
図
」
と
本
図
と
で
食
い
違
い
が
見
ら
れ
る
。「
総
図
」
の
方
は
、

「
五
眼
井
堡
」
が
在
る
べ
き
位
置
に
堡
ら
し
き
も
の
は
全
く
描
か
ず
、
た
だ
長
城
上
に
、「
五
眼
井
口
極
衝
」
と
し
て
関
門
の
み
を
穿
つ
。

こ
の
「
五
眼
井
堡
」
に
つ
い
て
、
雍
正
十
二
年
刊
『
山
西
通
志
』
巻
十
三
「
關
隘
五　

寧
武
府
」
は
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

　

 

五
眼
井
堡　

東
至
大
同
府
乃
河
堡
界
三
里
、
西
至
水
泉
營
四
十
里
、
南
至
老
營
所
三
十
里
、
北
至
邊
墻
二
里
。
明
崇
禎
十
年
、
兵
備
盧
友
竹

建
周
一
百
丈
高
三
丈
五
尺
堡
、
接
丫
角
山
最
爲
衝
要
…
…
（
五
眼
井
堡　

東
は
大
同
府
乃
河
堡
界
に
至
る
こ
と
三
里
、
西
は
水
泉
營
に
至
る

こ
と
四
十
里
、
南
は
老
營
所
に
至
る
こ
と
三
十
里
、
北
は
邊
墻
に
至
る
こ
と
二
里
。
明
の
崇
禎
十
年
、
兵
備
の
盧
友
竹　

周
一
百
丈
高
さ
三

丈
五
尺
の
堡
を
建
つ
。
丫
角
山
に
接
し
最
も
衝
要
た
り
。
…
…
）

こ
れ
に
よ
る
な
ら
ば
、こ
の
「
五
眼
井
」
に
堡
が
築
か
れ
た
の
は
明
末
崇
禎
十
年
（
一
六
二
七
）
で
、萬
暦
三
十
一
年
（
一
六
〇
三
）
序
の
「
総

図
」
が
関
門
の
み
で
堡
を
描
か
な
い
の
も
当
然
で
あ
り
、
牆
壁
を
迴
ら
す
堡
を
絵
図
上
に
描
く
『
布
陣
図
』
の
成
立
も
、
崇
禎
十
年
以
降
に
下
る

こ
と
に
な
る
。
但
し
、隆
慶
三
年
（
一
五
六
九
）
成
立
の
『
九
邊
圖
說
』「
山
西
鎮
図
」
は
、『
布
陣
図
』
と
も
「
総
図
」
と
も
異
な
る
位
置
に
「
五

眼
井
廢
堡
」
を
描
き（
６
）、

或
い
は
同
様
の
地
名
は
、
こ
の
近
辺
に
幾
つ
か
存
在
し
た
可
能
性
は
有
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
寧
武
の
東
西
二
関
が
完

備
し
た
萬
暦
二
十
八
年
以
降
に
時
代
を
絞
る
な
ら
ば
、
や
は
り
『
布
陣
図
』
に
描
か
れ
る
「
五
眼
井
堡
」
は
崇
禎
十
年
造
営
の
も
の
と
考
え
る
の

が
相
応
し
い
。
そ
し
て
、
こ
の
同
じ
第
十
一
帖
に
は
、『
布
陣
図
』
の
崇
禎
以
降
の
成
立
を
示
唆
す
る
地
名
が
も
う
一
つ
見
ら
れ
る
。
そ
れ
が
次
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に
見
る
「
好
漢
山
堡
」
で
あ
る
。

（
四
）
好
漢
山
堡

「
好
漢
山
堡
」
は
、
長
城
に
穿
た
れ
た
関
門
「
好
漢
山
口
」
の
傍
ら
に
、
や
は
り
牆
壁
を
伴
っ
た
堡
と
し
て
描
か
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
総

図
」
で
は
「
五
眼
井
堡
」
と
同
様
に
、
長
城
に
穿
た
れ
た
関
門
「
好
漢
山
極
衝
」
の
み
を
描
き
、
牆
壁
を
も
つ
堡
は
記
さ
な
い
。
こ
の
点
を
、
同

じ
く
『
山
西
通
志
』
巻
十
三
は
、「
好
漢
山
堡　

明
崇
禎
間
建
、
後
廢
」（
第
二
十
三
葉
）
と
す
る
の
で
、『
布
陣
図
』
が
描
く
の
は
、「
好
漢
山
」

の
築
か
れ
た
崇
禎
年
間
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

二
節
で
も
触
れ
る
よ
う
に
、
第
十
一
「
老
營
」、
第
十
「
水
泉
營
」、
第
七
「
草
垛
山
」、
第
十
三
「
偏
關
」
に
描
か
れ
る
長
城
ラ
イ
ン
は
、
明

代
に
お
い
て
は
長
城
一
本
で
華
夷
を
分
か
つ
、
国
境
防
衛
の
最
前
線
、
極
め
て
重
要
な
軍
事
領
域
で
あ
っ
た
。
清
に
入
る
と
、
こ
の
ラ
イ
ン
は
も

は
や
国
境
線
で
は
な
く
な
る
た
め
、
軍
事
上
の
役
割
を
急
速
に
失
う
こ
と
と
な
る
。『
山
西
通
志
』
巻
十
三
の
当
該
領
域
に
は
、「
好
漢
山
堡
」
と

同
様
に
、「
後
廢
」
の
二
文
字
を
末
尾
に
持
つ
「
堡
」
が
多
数
記
録
さ
れ
る
。『
布
陣
図
』
に
描
か
れ
な
が
ら
も
後
に
堡
と
し
て
の
機
能
を
廃
さ
れ

た
も
の
は
、
こ
れ
以
外
に
も
隣
接
す
る
「
栢
楊
嶺
民
堡（
７
）」

な
ど
、
数
多
い
。
廃
堡
の
具
体
的
な
時
期
を
記
録
す
る
文
献
は
残
念
な
が
ら
現
時
点

で
は
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
乾
隆
十
五
年
（
一
七
五
〇
）
序
の
『
寧
武
府
志
』
巻
五
「
武
備
」
に
は
、「
好
漢
山
堡
」
や
「
柏
（
栢
）

楊
嶺
堡
」
な
ど
の
名
を
挙
げ
て
「
順
治
二
年
後
至
雍
正
之
末
、
屢
經
裁
汰
、
今
皆
廢
矣
（
順
治
二
年
よ
り
後
雍
正
の
末
に
至
る
ま
で
、
屢
し
ば
裁

汰
を
經
、
今
皆
廢
さ
れ
り
）」（
九
葉
裏
）
と
記
す
。
つ
ま
り
、
清
初
の
ご
く
早
い
時
期
か
ら
、
急
速
に
廃
堡
は
始
ま
っ
た
こ
と
と
な
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
諸
点
を
総
合
す
る
に
、『
布
陣
図
』
が
描
く
の
は
、崇
禎
十
年
（
一
六
二
七
）
以
降
、恐
ら
く
は
清
朝
統
治
が
確
立
す
る
以
前
ま
で
の
、

極
め
て
限
ら
れ
た
期
間
の
明
末
山
西
鎮
の
情
景
を
描
写
す
る
も
の
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
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第
二
節　

題
記
と
絵
図
と
の
関
係

本
章
冒
頭
で
述
べ
た
と
お
り
、『
布
陣
図
』
に
は
、
全
十
三
帖
の
う
ち
十
帖
に
総
数
十
二
の
題
記
が
記
さ
れ
る
（
末
尾
「
釈
文
」
参
照
）。
絵
図

に
よ
り
繁
簡
の
差
は
有
る
も
の
の
、
原
則
と
し
て
、
絵
図
内
の
主
要
防
衛
拠
点
が
管
轄
す
る
長
城
の
起
点
・
終
点
、
そ
の
全
長
、
ま
た
管
轄
内
に

配
備
さ
れ
る
墩
台
の
総
数
が
記
さ
れ
る
。
い
ま
、
第
一
帖
を
例
に
取
り
、
そ
の
書
式
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
便
宜
的
に
地
名
に
は
傍
線
を
振
っ
た
。

　

 

寧
武
所
掌
印
分
管
邊
垣
、
東
自
盤
道
梁
界
鵰
窩
堡
角
起
、
西
至
陽
方
口
界
寧
字
參
拾
壹
臺
止
、
沿
長
貳
拾
里
零
肆
拾
伍
丈
、
接
火
墩
臺
壹
拾

捌
座
。（
寧
武
所
掌
印
の
分
轄
す
る
長
城
は
、
東
は
盤
道
梁
と
の
境
界
鵰
窩
堡
の
角
か
ら
、
西
は
陽
方
口
と
の
境
界
寧
字
參
拾
壹
臺
ま
で
、

全
長
二
十
里
四
十
五
丈
、
接
火
墩
臺
は
十
八
座
）。

「
邊
垣
」
は
長
城
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
長
城
上
の
所
轄
領
域
の
、
起
点
と
終
点
を
示
し
、
さ
ら
に
そ
の
管
内
の
墩
台
数
を
数
え
る
、
と
い

う
形
式
で
あ
る
。
こ
の
起
点
と
終
点
と
を
連
結
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
現
状
の
『
布
陣
図
』
が
覆
う
領
域
の
全
体
と
、
本
来
描
こ
う
と
し
た
領
域

は
ど
の
よ
う
な
範
囲
で
あ
っ
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

次
頁
に
示
す
の
は
、
こ
れ
ら
題
記
に
記
さ
れ
る
起
点
・
終
点
名
を
、
実
際
の
地
理
関
係
を
参
考
に
し
つ
つ
（
第
一
章
「
図
１
―
１
」）、
全
十
三

帖
を
東
か
ら
西
へ
と
並
べ
替
え
た
表
で
あ
る
。
一
見
し
て
、
中
央
に
位
置
す
る
「
寧
武
」
の
東
と
西
と
で
、
題
記
と
実
際
の
絵
図
と
の
関
係
に
大

き
な
違
い
が
存
在
す
る
こ
と
が
浮
か
び
上
が
る
。
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表　

題
記
絵
図
対
照
表
（
○
・
×
は
、
絵
図
に
出
現
す
る
か
否
か
を
示
す
）

　

帖

題
記
に
よ
る
長
城
領
域
指
定
（
東
↓
西
）

絵
図
内
の
境
界
地
名

題
記
に
よ
る
墩
台
数

絵
図
実
数

題
記
と
絵
図
の
数
量
差

三　

平
刑

平
刑
嶺
石

庵
↓
北
楼
界
龍
山
臥
羊
塲

○
石

庵　

×
臥
羊
塲

陸
拾
壹
座
61

墩
29

題
記
61

実
数
29
＋
36
＝
65

六 

車
道
塲
口

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

墩
36

五　

北
楼

平
刑
界
龍
山
臥
羊
塲
↓
茹
越
界
北
岔
溝

×
臥
羊
塲　

×
北
岔
溝

伍
拾
壹
座
51

台
４
＋
墩
46
＝
50

△　

ほ
ぼ
合
致

四　

茹
越

　
　

廣
武

北
楼
界
北
岔
溝
↓
廣
武
界
東
津
峪

×
北
岔
溝　

○
東
津
峪

×
神
樹
梁

茹
越
：
參
拾
壹
座
31

墩
46

（
茹
越
31
＋
廣
武
15
）

○　

廣
武
以
東
に
31
有
り

茹
越
界
東
津
峪
↓
中
路
盤
道
梁
界
神
樹
梁

廣
武
：
捌
拾
肆
座
84

題
記
84

実
数
15
＋
60
＝
75

二　

鴈
門

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

墩
55
＋
楼
５
＝
60

八 

白
草
溝
口

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

墩
35
＋
楼
３

前
後
帖
と
の
関
係
不
明

一　

寧
武

　
　
　

盤
道
梁
界
鵰
窩
堡
角

　
　
　

↓
陽
方
口
界
寧
字
參
拾
壹
臺

×
鵰
窩
堡

×
寧
字
參
拾
壹
臺

壹
拾
捌
座
18

墩
18　

 

○　

合
致

十
一
老
營
參
将

　
　

老
營
所

大
同
界
丫
角
台
↓
水
泉
南
海
子
墩

○
丫
角
台　

○
南
海
子

○
地
椒
峁　

○
好
漢
山

老
營
參
將
：
肆
拾
伍
45
墩
58

△　

ほ
ぼ
合
致

実
数
45
＋
12
＝
57

中
路
八
角
守
備
界
地
椒
峁
↓
（
北
）好
漢
山

老
營
所
：
壹
拾
貳
12

十　

水
泉
營

五
眼
井
防
守
境
界
兔
兒

墩

　
　
　

↓
草
垜
山
守
備
界
柳
溝
墩

○
兔
兒

墩

○
柳
溝
墩

貳
拾
20

墩
20

○　

合
致

七　

草
垜
山

水
泉
界
斬
賊
貳
台
↓
樺
林
界
老
牛
灣
河
口

○
斬
〔

〕
賊
貳
台
×
老
牛
灣
貳
拾
參
23

楼
台
墩　

計
23 

○　

合
致

十
三　

偏
關

　

領
域
指
定
記
事
ナ
シ

ナ
シ

貳
拾
捌
28

墩
28

○　

合
致

十
二　

河
會

紅
溝
兒
梁
↓
石
梯
隘
口
（
東
西
は
不
指
示
）
×
紅
溝
兒
梁
○
石
梯
子
墩
壹
拾
玖
座
19

墩
19　

○　

合
致

九　

嵐

　

領
域
指
定
記
事
ナ
シ

ナ
シ

參
拾
參
座
33

楼
3
＋
墩
30

○　

合
致
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第
一
帖
「
寧
武
」
を
中
心
に
、
三
〜
八
の
六
帖
が
東
路
、
十
一
〜
十
二
の
五
帖
が
西
路
、
最
後
の
九
「

嵐
」
は
、
寧
武
の
西
南
域
の
、
長
城

を
含
ま
な
い
広
大
な
範
囲
を
一
枚
の
図
で
覆
っ
て
お
り
、
他
の
十
二
帖
と
は
些
か
趣
を
異
に
す
る
。
長
城
を
含
ま
な
い
た
め
、
も
ち
ろ
ん
題
記
に

は
起
点
も
終
点
も
記
さ
れ
な
い
。

ま
ず
、
こ
れ
ら
の
絵
図
題
記
に
記
さ
れ
る
、
起
点
と
終
点
に
つ
い
て
見
て
み
る
こ
と
と
し
よ
う
。

中
央
に
位
置
す
る
寧
武
以
西
の
六
帖
（
西
路
及
び

嵐
）
は
、
東
六
帖
（
東
路
）
と
比
較
す
る
と
、
題
記
と
絵
図
と
の
整
合
性
が
極
め
て
高
い

こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
西
路
の
題
記
に
記
さ
れ
る
地
点
名
は
、
殆
ど
の
帖
で
起
点
・
終
点
が
絵
画
化
さ
れ
る
の
だ
。
た
だ
第
七
帖
の
終
点
「
牛
灣

河
口
」
と
第
十
二
帖
の
起
点
「
紅
溝
兒
梁
」
が
描
か
れ
な
い
理
由
は
、
現
時
点
で
は
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

墩
台
数
も
、
題
記
の
数
と
実
際
の
絵
図
内
の
数
が
ほ
ぼ
見
事
に
一
致
す
る
。
西
路
の
す
べ
て
の
帖
は
題
記
を
完
備
し
て
い
る
の
で
、
各
絵
図
ご

と
に
完
結
し
た
世
界
を
描
い
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
点
も
、
後
で
見
る
東
路
の
状
況
と
は
大
き
く
異
な
る
特
徴
で
あ
る
。

こ
の
西
路
の
各
題
記
が
示
す
起
点
と
終
点
は
具
体
的
な
墩
台
名
な
ど
が
大
多
数
を
占
め
、
地
名
よ
り
も
、
よ
り
細
か
な
目
印
を
挙
げ
る
形
式
に

な
っ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。「
長
城
」
を
含
む
広
い
地
域
に
目
を
向
け
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
長
城
」
そ
の
も
の
の
区
分
を
確
実
に
示

そ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。
所
謂
「
外
長
城
」
の
内
側
の
、
二
本
目
の
長
城
ラ
イ
ン
を
管
轄
し
、
長
城
の
内
外
と
も
に
「
自
家
」
の
領
土
で
あ
る
東

路
と
は
異
な
り
、
よ
り
長
城
の
緊
急
性
が
高
い
西
路
な
ら
で
は
の
特
徴
を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、
目
を
東
に
転
じ
て
み
よ
う
。

東
路
の
第
六
・
二
・
八
帖
は
題
記
を
持
た
な
い
が
、
他
の
帖
の
題
記
に
よ
り
、
第
三
帖
か
ら
第
四
帖
の
廣
武
所
轄
領
域
は
、
緊
密
に
連
続
す
る
こ

と
が
わ
か
る
。「
北
楼
と
の
境
界
点
龍
山
臥
羊
塲
」
ま
で
と
規
定
さ
れ
た
平
刑
の
西
に
は
、「
平
刑
と
の
境
界
龍
山
臥
羊
塲
」
か
ら
始
ま
る
「
北
楼
」

が
隣
接
す
る
。
そ
の
北
楼
は
「
茹
越
と
の
境
界
北
岔
溝
」
で
終
わ
り
、
そ
の
西
の
茹
越
は
「
北
楼
と
の
境
界
北
岔
溝
」
か
ら
始
ま
る
と
い
う
具
合
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に
、
起
点
と
終
点
が
二
つ
の
題
記
内
で
重
な
り
な
が
ら
所
轄
域
を
連
続
さ
せ
て
い
る
の
だ
。
但
し
、
絵
図
に
は
、
こ
れ
ら
の
地
名
は
必
ず
し
も
描

か
れ
て
い
な
い
。
一
図
に
二
つ
の
題
記
を
含
む
第
四
帖
は
、
う
ま
い
具
合
に
そ
の
境
界
点
「
東
津
峪
」
を
描
く
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
れ
以
外
の

も
の
に
は
、
恐
ら
く
同
一
地
点
を
複
数
の
絵
図
に
重
複
し
て
描
く
と
い
う
発
想
が
無
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
こ
れ
ら
題
記
に
よ
っ
て
の
み
、
領
域

の
連
続
が
示
さ
れ
る
。
そ
の
点
に
鑑
み
る
と
、
題
記
内
の
起
点
「
石

庵
」
を
絵
図
内
に
も
描
く
第
三
帖
は
、
そ
れ
に
先
だ
っ
て
別
の
帖
を
持
た

な
い
、
つ
ま
り
正
真
正
銘
の
起
点
帖
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
第
一
章
「
図
１
―
１
」
が
示
す
と
お
り
、
こ
の

第
三
帖
右
端
に
縦
一
列
に
描
か
れ
る
「
紫
荊
關　

靈
丘
縣　

廣
昌
縣
」
は
山
西
鎮
外
の
城
関
を
、
距
離
や
方
角
を
無
視
し
て
無
理
矢
理
押
し
込
ん

だ
も
の
で
あ
る
。
地
理
上
そ
し
て
文
字
情
報
上
の
か
か
る
二
つ
の
事
象
は
、
第
三
帖
が
、
当
初
は
第
一
帖
に
置
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う

と
い
う
推
測
を
、
相
互
に
補
強
す
る
。

も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
は
、
第
四
帖
「
廣
武
」
の
題
記
で
あ
る
。
実
は
、
こ
の
帖
に
「
廣
武
城
」
の
本
体
は
描
か
れ
な
い
。
題
記
の
み
が
こ
こ

に
置
か
れ
、「
廣
武
城
」
本
体
の
絵
は
、
そ
れ
に
続
く
第
二
帖
「
鴈
門
」
内
に
描
か
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
第
四
帖
と
第
二
帖
は
本
来

連
続
し
た
領
域
を
二
つ
に
分
け
て
絵
図
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
第
二
帖
の
領
域
は
す
で
に
第
四
帖
の
題
記
で
記
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
な
ら

ば
、
第
二
帖
が
題
記
を
持
た
な
い
の
も
納
得
で
き
る
。
第
四
帖
西
半
分
と
第
二
帖
全
体
を
併
せ
た
領
域
が
、「
廣
武
」
所
轄
領
域
な
の
だ（
９
）。

こ
の
よ
う
に
、
東
路
の
諸
帖
は
、
帖
ご
と
が
完
結
す
る
の
で
は
な
く
、
相
互
に
連
続
す
る
領
域
を
描
き
な
が
ら
も
、
一
部
は
他
帖
に
包
括
さ
れ

る
領
域
を
示
す
な
ど
、
相
互
の
関
係
性
は
複
雑
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
一
枚
ご
と
に
完
結
し
た
世
界
を
描
く
西
路
と
は
大
き
く
異
な
る
点
で
あ
る
。

題
記
の
も
う
一
つ
の
核
で
あ
る
墩
台
数
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
第
五
帖
の
題
記
と
絵
図
と
が
、
ほ
ぼ
同
数
を
示
す
の
で
、
西
路
と
同
様
、

基
本
的
に
相
互
に
乖
離
し
な
い
数
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
予
想
で
き
る
。
た
だ
、
現
実
は
そ
う
で
は
な
い
。

第
三
帖
の
題
記
「
墩
臺
數
陸
拾
壱
座
」
と
い
う
数
字
は
、
実
際
に
描
か
れ
る
二
九
と
は
大
差
が
あ
る
。
た
だ
、
平
刑
に
含
ま
れ
る
は
ず
の
第
六

帖
に
描
か
れ
る
墩
台
実
数
三
六
を
そ
れ
に
加
え
る
と
六
五
と
な
り
、
か
な
り
数
値
は
六
一
に
近
づ
く
。
第
四
帖
に
実
際
に
描
か
れ
る
墩
台
数
は
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四
六
有
る
が
、
こ
れ
は
茹
越
所
轄
と
廣
武
所
轄
の
双
方
を
含
む
の
で
、
四
六
か
ら
茹
越
所
轄
の
三
一
を
減
ず
る
と
、
こ
の
帖
内
で
の
廣
武
所
轄
墩

台
数
は
一
五
と
な
る
。
廣
武
の
本
体
は
続
く
第
二
帖
に
有
る
の
で
、
そ
こ
で
の
墩
台
数
五
五
な
い
し
楼
数
を
加
え
た
六
〇
を
加
算
す
る
と
、
七
五

と
な
り
、
題
記
に
い
う
八
四
と
い
う
数
に
、
や
は
り
少
し
近
づ
く
が
、
依
然
と
し
て
完
全
に
一
致
は
し
な
い
。
こ
の
墩
台
数
上
の
食
い
違
い
か
ら

考
え
る
に
、
東
路
に
は
、
ま
だ
他
に
、
本
『
布
陣
図
』
の
一
部
た
る
べ
き
絵
図
が
有
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
定
を
立
て
ざ
る
を
得
な
い
。

特
に
第
八
帖
は
題
記
を
持
た
な
い
理
由
が
説
明
で
き
な
い
帖
で
あ
る
が
、
そ
の
西
の
寧
武
と
の
間
に
有
る
、
絵
図
に
描
か
れ
な
い
長
城
の
空
白
区

間
を
覆
い
（
第
一
章
参
照
）、
尚
か
つ
「
白
草
溝
口
」
を
所
轄
に
含
み
う
る
別
の
絵
図
が
、
第
八
帖
の
前
に
有
っ
た
と
仮
定
す
る
な
ら
、
こ
の
第

八
帖
を
巡
る
未
解
決
の
問
題
も
説
明
が
可
能
と
な
る
。
第
八
帖
の
題
記
は
、
そ
の
帖
に
描
か
れ
て
い
た
、
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
相
応
し

い
地
点
は
複
数
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
寧
武
の
起
点
終
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
「
盤
道
梁
」
ま
た
は
「
陽
方
口
」
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
名

は
、
絵
図
内
の
路
程
記
で
何
度
も
参
照
点
と
し
て
言
及
さ
れ
な
が
ら
、
実
際
の
絵
図
に
は
描
か
れ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、『
布
陣
図
』
の
東
路
か
ら
寧
武
に
か
け
て
の
領
域
に
は
、
何
枚
か
の
缺
落
帖
を
想
定
し
な
い
限
り
、
題
記
と
絵
図
と
の
間
に
存

在
す
る
齟
齬
を
説
明
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

以
上
、
本
章
で
は
、
絵
図
各
帖
に
記
載
さ
れ
る
地
名
と
題
記
を
元
に
、『
布
陣
図
』
の
成
立
年
代
の
絞
り
込
み
と
、
現
行
の
形
態
か
ら
出
発
し
て
、

よ
り
原
初
的
形
態
、
ま
た
は
よ
り
望
ま
し
い
形
態
に
つ
い
て
の
推
察
を
行
っ
た
。

研
究
は
ま
だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
今
後
、
さ
ら
に
一
層
他
の
文
献
資
料
や
同
時
代
の
地
図
類
と
の
比
較
検
討
を
行
い
、
今
回
仮
説
と

し
て
挙
げ
た
諸
点
を
修
正
し
な
が
ら
、
よ
り
本
図
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。　
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注（
１
）
明
隆
慶
三
年
（
一
五
六
九
）、
兵
部
纂
輯
の
『
九
邊
圖
說
』
に
よ
る
と
、
山
西
鎮
の
文
武
官
は
、
山
西
省
城
の
巡
部
都
御
史
以
外
は
、
次
の
よ
う
な
構
成
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、

鎮
守
総
兵
官
一
員
が
寧
武
関
に
、
戸
部
管
糧
主
事
が
代
州
に
、
兵
備
が
偏
頭
関
・
寧
武
関
・
代
州
に
各
一
名
配
置
さ
れ
た
。
次
に
、「
極
衝
地
方
」
と
し
て
、
老
營
堡
・
北
樓

口
・
河
曲
県
・
利
民
堡
・
廣
武
站
・
偏
頭
関
・
寧
武
関
・
神
池
堡
・
八
角
堡
・
水
泉
営
・

嵐
州
・
盤
道
梁
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
参
将
や
守
備
が
置
か
れ
、
国
境
最
前
線
の
老

営
に
は
副
総
兵
・
遊
撃
も
配
置
さ
れ
て
い
た
。「
次
衝
地
方
」
に
は
、
山
西
・
代
州
・
汾
州
・
平
刑
関
が
あ
っ
た
。（
同
八
六
葉
裏
〜
八
七
葉
表
）

（
２
）
明
嘉
靖
二
十
年
（
一
五
四
一
）
刊
、
魏
煥
撰
『
皇
明
九
邊
考
』
巻
六
は
、
偏
頭
・
寧
武
・
鴈
門
三
関
を
擁
す
る
こ
の
領
域
を
「
三
関
鎮
」
と
称
す
。

（
３
）
山
西
省
内
に
外
長
城
と
内
長
城
が
整
備
さ
れ
る
の
は
成
化
年
間
の
こ
と
と
い
う
。
こ
れ
ら
、
明
代
の
長
城
防
衛
全
般
の
概
況
に
つ
い
て
は
、
阪
倉
篤
秀
著
『
長
城
の
中
国
史
』

（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
二
〇
〇
四
年
）
に
詳
し
い
。
ま
た
明
崇
禎
二
年
（
一
六
二
九
）
刊
『
山
西
通
志
』「
兵
備
」
に
は
、
寧
武
か
ら
偏
頭
関
に
か
け
て
は
、
頻
繁
に
長
城

本
線
や
そ
の
周
辺
に
牆
壁
の
増
設
を
繰
り
返
し
て
い
た
こ
と
が
詳
細
に
記
録
さ
れ
る
。

（
４
）
清　

覺
羅
石
麟
撰
『
山
西
通
志
』
巻
十
三
「
關
隘
五　

寧
武
府
」。

（
５
）『
玄
覽
堂
叢
書
』
所
収
（
第
二
〇
〜
二
五
冊
）。

（
６
）『
九
邊
圖
說
』
九
六
葉
裏
。

（
７
）
因
み
に
、
こ
の
「
栢
楊
嶺
（
柏
楊
嶺
）
堡
」
は
『
布
陣
図
』、「
総
図
」
と
も
に
牆
壁
を
持
つ
堡
を
描
く
が
、「
総
図
」
は
そ
の
近
く
の
長
城
境
界
上
に
「
市
口
」
を
描
く
。
恐

ら
く
、
明
代
長
城
沿
線
で
漢
人
と
モ
ン
ゴ
ル
と
の
間
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
「
茶
馬
貿
易
」
の
舞
台
と
な
っ
た
場
所
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
解
説
は
次
の
よ
う
に
記
述
す
る
。

「
好
漢
山
設
有
市
口
一
處
、
夷
人
往
來
…
…
不
可
不
預
慎
焉
（
好
漢
山
に
「
市
口
一
處
」
の
設
く
る
有
り
て
夷
人
往
來
す
…
…
預
め
慎
ま
ざ
る
べ
か
ら
ず
）」。
但
し
、
本
『
布

陣
図
』
に
は
こ
の
「
市
口
」
は
描
か
れ
な
い
。
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第
三
章　
『
山
西
鎮
辺
垣
布
陣
図
』
に
関
す
る
絵
画
論
的
考
察

本
章
で
は
、『
山
西
鎮
辺
垣
布
陣
図
』（
以
下
、
本
図
と
称
す
る
）
の
絵
画
的
な
面
か
ら
の
若
干
の
考
察
を
行
う
。
類
例
を
実
見
し
て
お
ら
ず
、

ま
た
現
地
の
実
際
の
見
え
方
を
考
慮
に
入
れ
て
い
な
い
考
察
で
あ
っ
て
、
今
後
の
考
察
へ
の
見
通
し
を
記
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
あ
ら
か

じ
め
了
と
さ
れ
た
い
。

ま
ず
第
一
に
、
本
図
に
見
ら
れ
る
山
の
描
法
に
つ
い
て
。

本
図
の
山
々
は
、
所
謂
青
緑
で
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
も
、
明
代
以
降
の
地
図
が
し
ば
し
ば
山
頂
付
近
を
青
で
、
中
腹
以
下
を
緑
で
描
く
手
法

で
は
な
く
、
青
い
山
は
一
面
に
青
く
、
緑
の
山
は
一
面
に
緑
色
、
と
い
う
描
き
方
を
取
っ
て
い
る
。
ま
た
、
墨
線
で
全
体
の
輪
郭
を
取
っ
た
後
に
、

青
緑
で
着
色
を
し
、
そ
の
後
、
金
泥
で
さ
ら
に

線
を
加
え
る
と
い
う
の
は
、
明
清
の
地
図
に
し

ば
し
ば
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。

そ
の
金
泥
線
は
、
た
と
え
ば
、「
江
西
全
省
図

説
」（
図
一
。
萬
暦
年
間
。
以
下
地
図
の
作
成
時

期
は
す
べ
て
掲
載
書
の
考
証
に
も
と
づ
く
）、
さ

ら
に「
両
河
地
理
図
」（
図
二
。
萬
暦
三
十
年
以
降
）

も
同
様
で
あ
る
。
そ
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ

の
山
肌
に
描
か
れ
た
金
泥
線
の
意
味
で
あ
る
。
こ

図一　江西全省図説　部分

図二　両河地理図　部分

図三　元・銭選「山居図」部分
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の
二
つ
の
図
（
白
黒
写
真
で
あ
る
た
め
判
読
し
づ
ら
い
が
、
白
く
見
え
て
い
る
の
が
金
泥
線
。）
の
山
に
み
え
る
金
泥
線
の
使
い
方
は
、
図
版
に

掲
げ
た
銭
選
款
を
持
つ
「
山
居
図
」（
図
三
）
の
山
肌
の
描
写
の
如
き
、
伝
統
的
な
山
の
描
法
と
言
っ
て
い
い
。
そ
し
て
、
本
図
の
山
の
描
法
も
、

い
さ
さ
か
雑
な
筆
に
よ
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
こ
の
描
法
を
踏
襲
し
て
い
る
。

図
四
に
掲
げ
た
第
四
帖
の
部
分
図
に
、
山
全
体
は
墨
線
で
縁
ど
ら
れ
、
山
中
の
白
く
山
並
み
の
重
な
り
を
指
示
す
る
線
が
そ
れ
に
当
た
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
第
七
帖
の
山
（
図
五
）
の
描
き
方
は
い
さ
さ
か
意
識
を
異
に
す
る
。
山
並
み
の
重
な
り
と
い
う
意
識
は
薄
れ
て
、
い
わ
ば
披

麻
皴
の
よ
う
な
意
識
で
描
か
れ
て
い
る
。（
披
麻
皴
は
、
図
六
に
掲
げ
た
董
源
「
寒
林
重
汀
図
を
参
照
」。）
こ
れ
は
、
切
り
立
っ
た
感
じ
の
山
、

な
だ
ら
か
な
山
と
い
う
も
の
を
描
き
分
け
た
の
で
は
な
く
、
一
画
面
の
中
す
べ
て
を
同
様
な
手
法
で
描
い
て
い
る
。
ま
た
、
図
版
に
挙
げ
た
二
つ

の
例
か
ら
は
、
山
裾
の
台
形
様
表
現
に
も
明
か
な
表
現
の
違
い
を
見
い
だ
せ
る
。

こ
の
描
法
の
違
い
は
、
帖
毎
に
は
っ
き
り
と
分
か
れ
、
第
一
帖
か
ら
第
六
帖
ま
で
の
六
帖
と
第
八
帖
が
前
者
の
描
法
を
取
り
、
第
七
帖
と
、
第

九
帖
以
下
の
五
帖
が
こ
の
披
麻
皴
様
の
描
き
方
を
取
っ
て
い
る
。

図四　本図第四帖　部分

図五　本図第七帖　部分

図七　本図第一帖　部分

 図六　五代・董源「寒林重汀図」部分
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こ
れ
は
、
第
一
章
で
考
察
さ
れ
て
い
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
帖
の
描
か
れ
た
場
所
の
か
た
ま
り
に
符
合
す
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
帖
以
東
を
一
つ
の

グ
ル
ー
プ
、
第
九
帖
以
西
（
＝
以
北
）
を
も
う
ひ
と
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
第
一
の
グ
ル
ー
プ
の
中
で
、
第
一
帖
の
み
は
い
さ
さ
か
描
き
方
を
異
に
す
る
。
意
識
と
し
て
は
東
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
と
思
わ
れ
る

が
、
こ
の
金
泥
線
の
伝
統
的
な
意
味
を
理
解
せ
ぬ
ま
ま
に
描
い
て
い
る
た
め
、
魚
の
鱗
の
よ
う
な
表
現
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
東

の
グ
ル
ー
プ
の
伝
統
的
表
現
の
崩
れ
た
も
の
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
明
代
後
期
の
金
泥
線
に
よ

る
地
図
山
水
の
表
現
の
崩
れ
た
も
の
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う（
１
）。

従
っ
て
、
時
期
的
に
は
、
先
に
挙
げ
た
明
代
の
二
例
と
比
べ
た
時
、
そ
の
金
泥
線
の
意
味

の
崩
れ
を
見
て
取
る
と
す
る
な
ら
、
前
二
図
の
成
立
年
代
明
萬
暦
期
を
や
や
下
る
も
の
で
は

な
か
ろ
う
か
と
い
う
推
測
が
成
り
立
つ
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
第
二
章
に
お
け
る
本
図
の
制
作

時
期
の
上
限
、
崇
禎
十
年
と
い
う
説
と
も
合
致
す
る
。

な
お
、
問
題
は
、
成
立
の
下
限
で
あ
る
が
、
こ
の
金
泥
線
に
よ
る
表
現
は
、
時
代
が
下
が

る
と
、そ
の
洗
練
さ
れ
た
形
を
、た
と
え
ば
「
饒
州
府
図
」（
図
八
。「
江
西
省
全
図
」
の
う
ち
。

雍
正
九
年
〜
乾
隆
八
年
）
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
「
饒
州
府
図
」
の
描
法
と
比
べ
た

と
き
、「
饒
州
府
図
」
が
一
般
的
な
地
図
の
青
緑
山
の
描
法
で
あ
る
、
山
頂
付
近
は
青
、
中
腹

は
緑
と
い
う
表
現
を
取
っ
て
い
る
点
に
大
き
な
懸
隔
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
本
図
が
地
表
面

の
山
に
接
す
る
部
分
に
粗
放
な
線
で
表
現
し
て
い
た
裾
野
の
部
分
は
、「
饒
州
府
図
」
で
は
渇

筆
に
よ
る
繊
細
な
表
現
と
な
っ
て
お
り
、
山
裾
の
黄
色
の
着
色
に
よ
る
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
も

「
饒
州
府
図
」
は
自
然
な
表
現
に
成
功
し
て
い
る
。
こ
れ
は
類
型
化
し
た
表
現
の
中
に
進
歩
が

図八　饒州府図　部分
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あ
っ
た
と
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
、
本
図
は
清
朝
期
に
降
る
と
し
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
新
し
い
時
期
の
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
地
図
の
形
式
（
城
郭
の
描
き
方
、
墩
の
描
き
方
な
ど
）
は
、「
三
関
図
説
」（
図
九
・
十
）
が
非
常
に
似
通
っ
た
姿
を
見
せ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
山
の
描
き
方
に
つ
い
て
は
、
金
泥
線
を
用
い
て
い
な
い
。
た
だ
、
単
色
の
青
緑
色
で
塗
っ
た
後
、
黄
色
系
の
薄
い
色
で
山
裾
を
塗
り
、

地
表
面
の
黄
土
色
と
の
あ
い
だ
で
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
け
る
と
い
う
描
法
は
、本
図
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。こ
の
山
裾
の
黄
色
い
グ
ラ
デ
ー

シ
ョ
ン
は
、「
両
河
地
理
図
」
に
も
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
図
は
、
山
裾
を
茶
色
系
で
塗
り
分
け
る
描
法
は
取
る
も
の
の
、
地
表
と

の
間
に
明
確
に
輪
郭
線
を
描
い
て
お
り
、
そ
の
点
こ
の
「
三
関
図
説
」
は
「
饒
州
府
図
」
と
の
接
近
を
見
せ
る
。
た
だ
、
黄
河
の
描
き
方
（
水
面

や
河
岸
の
描
法
）
は
、
本
図
に
極
め
て
近
い
。
こ
の
「
三
関
図
説
」
は
掲
載
書
の
考
察
に
よ
れ
ば
萬
暦
三
十
五
年
前
後
の
成
立
と
考
証
さ
れ
て
お

図九　三関図説　部分（１）

図十　三関図説　部分（２）

 図一一　神木堡附近布陣図（復元図）
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り
、こ
の
図
と
の
関
連
も
、本
図
が
明
末
の
成
立
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
よ
う
。
な
お
、似
通
っ
た
図
様
は
、図
一
一
「
神
木
堡
附
近
布
陣
図
」（
嘉

靖
末
年
）
に
も
見
ら
れ
る
が
、
墩
の
本
体
に
墩
の
名
前
を
直
接
書
き
記
す
形
式
は
本
図
や
先
の
「
三
関
図
説
」
と
は
異
な
り
、
次
項
で
考
察
す
る

視
点
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
真
上
か
ら
の
視
点
を
強
調
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
里
程
の
表
示
の
仕
方
も
異
な
っ
て
お
り
、
さ
ら

な
る
考
察
が
必
要
だ
が
、
現
在
は
復
元
図
版
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
み
な
の
で
、
速
断
は
控
え
、
同
時
期
の
作
品
で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
の
み
を
記
し
、
し
ば
ら
く
図
版
を
掲
げ
て
お
く
。    

次
に
全
体
の
構
図
、
特
に
視
点
の
問
題
に
つ
い
て
。

原
初
的
な
地
図
と
い
う
と
、
例
え
ば
よ
く
知
ら
れ
る
中
山
王
墓
の
「
兆
域
図
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
地
図
と
言
う
よ
り
も
「
図
面
」
と
い
っ
た

方
が
適
切
な
の
で
、
ま
ず
、
よ
り
我
々
の
地
図
の
概
念
に
近
い
「
放
馬
灘
一
号
秦
墓
出
土
地
図
」（
図
一
二
）
を
考
え
て
み
よ
う
。
こ
の
地
図
の

視
点
は
世
界
を
真
上
か
ら
見
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
視
点
は
垂
直
視
」、
と
い
う
の
が
地
図
の
基
本
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
後
、
莫
高
窟
六
一
窟
（
五
代
）
の
「
五
台
山
図
」
ま
で
、
類
例
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
詳
し
い
こ
と
は
言
え
な
い
の
だ
が
、
こ
の
「
五

台
山
図
」、
山
水
画
と
言
う
べ
き
か
、
地
図
と
言
う
べ
き
か
迷
う
作
品
で
あ
る
が
、
実
は
こ
の
「
五
台
山
図
」
の
描
き
方
は
そ
の
後
の
地
図
に
決

定
的
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

六
朝
期
に
、
背
景
と
し
て
発
達
を
始
め
る
山
水
画
は
、
例
え
ば
敦
煌
二
八
五
窟
（
図
一
三
。
西
魏
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
場
合
は
山
中

で
説
法
す
る
図
の
背
景
と
し
て
、
画
面
の
中
央
あ
る
い
は
上
部
に
山
が
点
在
し
て
い
る
。
こ
の
「
点
在
す
る
山
」
は
、
一
〇
三
窟
（
図
一
四
。
盛

唐
）
の
行
旅
図
に
な
る
と
、
点
在
し
て
い
た
山
と
山
が
、
い
さ
さ
か
の
空
間
的
な
不
整
合
は
あ
る
も
の
の
、
画
面
全
体
の
中
で
連
な
る
山
と
し
て

有
機
的
な
つ
な
が
り
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
張
彦
遠
『
歴
代
名
画
記
』
が
「
山
水
の
変
」
と
称
し
た
大
き
な
変
化
が
こ
の
頃
に
起
こ
っ
た
例
と
し

て
し
ば
し
ば
引
か
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
一
〇
三
窟
の
視
線
は
、
あ
く
ま
で
も
水
平
で
あ
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
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画
面
最
上
部
の
山
も
、
画
面
右
側
の
山
も
、
画
面
中
央
に
左
奥
の
方
向
に
重
な
て
描
か
れ
る
山
も
、
す
べ
て
水
平
視
さ
れ
て
い
る
。
先
に
「
い
さ

さ
か
の
不
整
合
」
と
書
い
た
の
は
、
画
面
中
央
に
見
え
る
下
か
ら
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
山
並
み
で
あ
る
が
、
こ
れ
の
み
が
少
し
俯
瞰
視
を
加
え

た
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
画
面
前
部
（
画
面
下
部
）
に
山
を
描
く
と
き
に
は
、
こ
の
よ
う
に
俯
瞰
視
す
る

必
要
が
ど
う
し
て
も
出
て
く
る
の
だ
が
、
こ
の
一
〇
三
窟
の
場
合
に
は
、
そ
れ
が
既
に
意
識
的
に
な
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
俯
瞰
視
と
水
平
視

を
同
居
さ
せ
る
た
め
に
は
、
前
回
か
ら
は
大
き
な
山
を
削
除
す
る
必
要
が
あ
り
、
後
世
の
山
水
画
は
そ
う
い
う
構
図
を
取
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、

図一二　放馬灘一号秦墓出土地図

図一三　敦煌二八五窟山名聴法図

図一四　敦煌一〇三窟山間行旅図
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「
地
図
」
は
必
ず
し
も
そ
れ
が
可
能
で
は
な
い
（
視
点
に
近
い
部
分
の
山
を
描
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
要
求
が
あ
る
場
合
を
指
す
）
の
で
、
難
し

い
こ
と
に
な
る
。
と
も
か
く
、
山
水
画
に
つ
い
て
は
、
の
ち
に
「
平
遠
」
即
ち
小
高
い
丘
の
上
か
ら
遠
山
を
臨
む
と
い
う
、
画
面
に
奥
行
き
を
与

え
る
構
造
が
典
型
的
に
示
す
よ
う
に
、近
景
は
少
し
俯
瞰
し
、画
面
の
上
部
に
移
動
す
る
に
し
た
が
っ
て
水
平
方
向
の
視
線
を
と
る
、と
い
う
、「
連

続
し
た
視
線
」
を
持
っ
て
い
る（
２
）。

な
お
も
う
一
点
、
こ
の
一
〇
三
窟
は
「
行
旅
図
」
で
あ
り
、
北
宋
期
に
隆
盛
を
迎
え
る
行
旅
図
と
地
図
と
の

関
連
も
考
察
が
必
要
と
な
ろ
う
。　

そ
し
て
、「
五
台
山
図
」
は
そ
の
発
展
の
後
に
現
れ
た
絵
画
で
あ
る
。「
五
台
山
図
」
に
お
い
て
は
、
そ
の
平
面
は
奥
行
き
を
持
た
せ
る
た
め
に

俯
瞰
的
に
描
か
れ
る
が
、
山
は
あ
く
ま
で
も
水
平
視
で
あ
る
。
こ
の
水
平
視
さ
れ
た
山
は
、
こ
の
「
五
台
山
図
」
の
後
の
時
代
の
山
水
画
、
い
わ

ゆ
る
我
々
に
な
じ
み
の
あ
る
北
宋
以
降
の
山
水
画
と
な
っ
て
い
く
わ
け
だ
が
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
後
代
の
山
水
画
は
、
こ
の
「
五
台
山
図
」

の
画
面
手
前
あ
た
り
に
あ
っ
た
山
は
画
面
か
ら
消
滅
し
、
画
面
上
部
に
あ
っ
た
山
だ
け
が
残
っ
た
も
の
だ
と
考
え
て
も
よ
い
。
そ
れ
に
対
し
て
地

図
は
、
あ
く
ま
で
も
こ
の

「
山
は
水
平
視
」
を
守
っ

た
う
え
で
、
山
を
画
面
の

手
前
に
も
配
す
る
こ
と
に

な
る
。
そ
し
て
、
北
宋
宣

和
三
年
成
立
の
「
九
域
守

令
図
」（
図
一
六
）
は
、

こ
の
「
背
景
と
し
て
山
を

点
在
さ
せ
る
」
こ
と
を
地

図一五　五台山図

同上　五台山図（部分）

図一六　九域守令図（部分・描きおこし）
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図
に
応
用
し
た
も

の
と
言
え
る
。
こ

の
図
は
、
地
図
自

体
は
真
上
か
ら
見

て
い
る
の
に
、
山

だ
け
は
真
上
か
ら

見
て
い
な
い
。
こ

こ
で
こ
れ
を
「
俯

瞰
的
に
描
い
て
い

る
」
と
言
っ
て
い

い
の
か
、
そ
れ
が

ま
ず
問
題
で
あ

り
、
ま
た
重
要
な
点
だ
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
地
平
面
（
地
図
の
平
面
部
）
が
真
上
か
ら
と
い
う
意
識
が
あ
る
が
故
に
俯
瞰
的
と
も
言
え
る
の

だ
が
、
山
だ
け
を
平
心
に
見
れ
ば
、
水
平
方
向
に
見
た
山
そ
の
も
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
山
水
画
に
お
け
る
遠
山
（
画
面
上
方
に
描
か
れ
る
遠

方
の
山
）
が
、
画
面
の
四
方
（
前
景
に
も
後
景
に
も
）
に
描
か
れ
て
い
る
、
と
い
っ
て
も
よ
い
。
そ
れ
は
「
九
域
守
令
図
」
と
比
べ
て
山
が
丁
寧

に
描
か
れ
て
い
る
金
代
の
「
霊
岩
寺
田
園
界
至
図
」（
図
一
七
）
で
も
同
様
で
あ
る
。（
な
お
、
中
央
部
上
段
の
建
築
物
の
描
き
方
は
、
既
に
漢
代

の
画
象
石
に
も
見
ら
れ
る
描
法
で
、
地
平
面
は
垂
直
視
、
建
築
物
は
水
平
視
と
す
る
描
き
方
に
な
っ
て
い
る
。）
こ
の
地
平
面
と
山
の
奇
妙
な
構

図
は
、
さ
ら
に
「
山
西
鎮
図
説
」（
図
一
八
）
に
お
い
て
よ
く
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
画
面
上
部
に
表
さ
れ
た
二
本
の
川
が
示
す
よ
う
に
、

図一七　霊岩寺田園界至図（拓本・部分）

図一八　山西鎮図説
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地
表
面
は
垂
直
視
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
は
ず
っ
と
降
っ
た
時
代
に
お
い
て
も
例
え
ば
「
山
東
蒙
陰
県
輿
図
」（
図
一
九
。
光
緒
年
間
）
の
よ
う
に
、

西
山
や
東
山
が
九
〇
度
傾
い
て
い
る
の
は
、
地
図
が
垂
直
視
で
あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
示
し
、
山
は
既
に
記
号
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

な
お
、
辺
防
に
関
す
る
地
図
で
、
ま
っ
た
く
通
常
の
山
水
画
の
視
線
を
持
っ
た
も
の
に
、
た
と
え
ば
「
広

西
辺
関
形
勢
略
図
」（
図
二
〇
。
光
緒
年
間
）
が
あ
る
の
で
、
参
考
ま
で
に
図
版
を
掲
げ
て
お
く
。
言
う
ま

で
も
な
く
、
本
図
は
、
平
野
部
の
城
郭
を
記
す
必
要
が
あ
る
の
で
、
こ
の
形
態
は
取
れ
な
い
。
単
に
水
平

視
の
視
線
の
み
で
許
さ
れ
る
の
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
「
山
水
画
」
的
な
作
品
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
地
図
は
や
は
り
「
地
面
」
を
描
く
も
の
な
の
だ
。

実
に
こ
の
「
俯
瞰
」
の
問
題
は
、
既
に
北
宋
張
択
端
の
よ
く
知
ら
れ
る
「
清
明
上
河
図
」
に
指
摘
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
絵
は
明
ら
か
に
俯
瞰
的
な
視
点
か
ら
描
か
れ
て
い
る
。
う
が
っ
た
見
方
を
す
れ
ば
、

「
清
明
上
河
図
」
は
「
地
図
的
」
な
絵
画
な
の
で
あ
る
。

さ
て
、本
図
の
構
図
は
、「
九
域
守
令
図
」と
は
違
っ

て
、
地
平
面
が
俯
瞰
視
さ
れ
て
、
山
は
水
平
視
さ
れ

て
い
る
。（
地
平
面
が
俯
瞰
視
さ
れ
る
の
は
、
全
体

の
構
成
、
と
り
わ
け
画
面
上
部
に
向
か
っ
て
流
れ
る

川
の
表
現
に
よ
っ
て
も
わ
か
る
が
、
城
壁
に
関
し
て

言
う
と
、
手
前
の
壁
は
外
側
が
、
向
こ
う
側
の
壁
は

内
側
が
描
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ

る
）
そ
し
て
、
図
二
二
に
見
え
る
よ
う
に
、
本
図
に

図一九　山東蒙陰県輿図 （部分）

図二〇　広西辺関形勢略図



三
三

京都大學文學部研究紀要　第49号

も
俯
瞰
視
と
し
か
言
い
よ

う
の
な
い
山
の
表
現
が
現

れ
て
い
る（
３
）。

の
ち
に
な
る

と
、図
二
一
に
掲
げ
た
「
黄

河
図
」（
康
煕
年
間
）
の
よ

う
に
、
画
面
全
体
が
俯
瞰

視
さ
れ
た
、
我
々
の
眼
に

も
「
自
然
」
な
作
品
が
登

場
す
る
。
こ
の
「
黄
河
図
」

の
先
駆
的
な
様
式
と
し
て
、
本
図
を
考
え
て
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

つ
ま
り
、
俯
瞰
視
か
ら
水
平
視
へ
と
い
う
連
続
的
な
視
点
を
持
つ
山
水
画
に
対
し

て
、本
図
は
、「
非
連
続
な
」「
散
在
す
る
」
視
線
を
も
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
、

山
水
画
の
視
線
の
変
容
で
は
な
く
、
地
図
的
な
視
線
の
、
山
水
画
の
影
響
に
よ
る
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
と
い
う
流
れ
で
と
ら
え
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
地
図
す
な
わ

ち
「
地
平
面
図
」
は
、
垂
直
視
が
基
本
、
対
し
て
山
水
は
水
平
視
が
基
本
で
あ
る
。

そ
れ
を
単
純
に
合
体
さ
せ
た
と
こ
ろ
に
作
ら
れ
た
も
の
、た
と
え
ば「
九
域
守
令
図
」（
図

一
六
）
は
、
二
つ
の
視
線
が
そ
の
ま
ま
合
体
し
た
た
め
、
い
か
に
も
不
自
然
で
あ
る
。
さ
れ
ば
、
そ
の
中
間
の
「
俯
瞰
視
」
が
導
入
さ
れ
る
の
は

当
然
の
帰
結
で
あ
ろ
う
。
そ
の
展
開
を
、
地
図
の
山
水
画
の
歴
史
と
し
て
記
述
で
き
な
い
か
、
と
い
う
の
が
、
現
時
点
で
の
見
通
し
で
あ
る（
４
）。

図二一　黄河図　部分

図二二　本図第三帖　部分
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こ
の
俯
瞰
視
の
導
入
は
、
他
の
明
代
の
絵
画
や
地
図
に
も
見
ら
れ
る
傾
向
で
あ
り
、
中
で
も
本
図
は
そ
の
傾
向
を
顕
著
に
見
て
取
れ
る
。
こ
れ

は
、
長
城
を
画
面
上
部
に
、
そ
し
て
台
地
部
を
前
景
に
と
い
う
、
本
図
の
モ
チ
ー
フ
と
も
大
き
な
関
係
が
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
れ
は
、
縮
尺
の
問
題

も
関
係
し
て
く
る
と
思
わ
れ
（
明
代
の
縮
尺
の
分
母
の
大
き
な
地
図
は
、
地
平
面
は
平
面
で
あ
る
こ
と
が
多
い
）、
ま
た
、
一
つ
の
画
面
に
ど
れ

だ
け
の
範
囲
の
地
面
を
描
か
ね
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
問
題
も
絡
ん
で
く
る
の
で
、
地
理
学
的
な
考
察
の
結
果
を
も
と
に
再
考
す
べ
き
問
題
で
は

あ
る
が
、「
地
図
山
水
画
史
」
を
構
想
す
る
上
で
の
重
要
な
観
点
で
あ
る
こ
と
を
し
ば
ら
く
提
起
し
て
お
く
。

注（
１
）
た
だ
、
萬
暦
末
頃
の
刊
本
と
思
わ
れ
る
『
三
雲
籌
俎
考
』
の
中
の
「
険
隘
考
」
の
挿
図
に
は
、
こ
の
魚
の
鱗
状
に
類
す
る
表
現
が
見
ら
れ
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
地
図
の
山

の
表
現
の
粗
雑
な
（
簡
略
化
さ
れ
た
）
表
現
と
も
言
え
る
。
詳
細
は
次
稿
に
期
す
。

（
２
）
小
川
裕
充
氏
が
「
画
面
半
ば
の
高
さ
に
見
え
な
い
地
平
線
を
設
定
す
る
」（
同
氏
『
臥
遊　

中
国
山
水
画
―
そ
の
世
界
』（
二
〇
〇
八
）
中
央
公
論
美
術
出
版
）
と
さ
れ
る
氏

の
所
謂
「
透
視
遠
近
法
」
を
参
照
。
な
お
、
本
稿
が
特
に
強
調
し
た
い
の
は
、
観
者
の
存
在
す
る
位
置
が
、
地
表
で
は
な
く
、
空
中
に
あ
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

（
３
）
た
だ
し
、
こ
の
第
三
帖
の
縦
に
並
ん
だ
山
々
は
、
第
一
章
で
考
察
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
来
東
西
方
向
に
並
ぶ
べ
き
山
々
を
、
無
理
や
り
こ
の
第
三
帖
の
中
に
押
し
込
め

る
た
め
に
南
北
方
向
に
ま
と
め
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
実
景
を
俯
瞰
的
に
描
い
た
も
の
で
は
な
い
。

（
４
）
な
お
、
地
図
的
山
水
の
例
と
し
て
伝
李
公
麟
「
蜀
川
図
巻
」（
フ
リ
ア
美
術
館
蔵
。
山
名
、
県
名
を
は
じ
め
と
し
て
道
観
な
ど
も
図
中
に
直
接
そ
の
名
称
が
記
さ
れ
る
）、
あ

る
い
は
画
面
に
直
接
文
字
が
書
か
れ
る
こ
と
は
な
い
が
実
景
山
水
と
し
て
伝
李
嵩
「
西
湖
図
巻
」（
上
海
博
物
館
蔵
）
な
ど
が
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
お
く
。
特
に
後
者
に
つ
い

て
は
宮
崎
法
子
「
西
湖
を
め
ぐ
る
絵
画
―
南
宋
絵
画
史
初
探
―
」（
梅
原
郁
編
『
中
国
近
世
の
都
市
と
文
化
』（
一
九
八
四
）
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）
を
参
照
。



三
五

京都大學文學部研究紀要　第49号

本
図
以
外
の
図
版
出
処
一
覧

図
一　
　

曹
婉
如
他
編
『
中
国
古
代
地
図
集
・
明
代
』（
一
九
九
四
）
文
物
出
版
社
、
図
六
五

図
二　
　

同
右
、
図
五
二

図
三　
　

傅
熹
年
主
編
『
中
国
美
術
全
集　

絵
画
編
五　

元
代
絵
画
』（
一
九
八
九
）
文
物
出
版
社
、
図
四

図
六　
　

宮
川
寅
雄
他
『
中
国
の
美
術　

三　

絵
画
』（
一
九
八
二
）
淡
交
社
、
図
四
三

図
八　
　

北
京
大
学
図
書
館
編
『
皇
輿
遐
覧　

北
京
大
学
図
書
館
蔵
清
代
彩
絵
地
図
』（
二
〇
〇
八
）
中
国
人
民
大
学
出
版
社
、
百
三
頁

図
九　
　
『
中
国
古
代
地
図
集
・
明
代
』
図
八
一

図
一
〇　

同
右

図
一
一　

中
国
測
絵
科
学
研
究
院
編
『
中
華
古
地
図
珍
品
選
集
』（
一
九
九
八
）
哈
爾
濱
地
図
出
版
社
、
図
八
一

図
一
二　

曹
婉
如
他
編
『
中
国
古
代
地
図
集
・
戦
国
―
元
』（
一
九
九
〇
）
文
物
出
版
社
、
図
四

図
一
三　

趙
聲
良
主
編
『
敦
煌
石
窟
全
集　

十
八　

山
水
画
巻
』（
二
〇
〇
二
）
商
務
印
書
館
、
図
一
四

図
一
四　

同
右
、
図
八
七

図
一
五　

同
右
、
図
一
七
一

図
一
六　

同
右
、
図
一
七
二

図
一
七　
『
中
国
古
代
地
図
集
・
戦
国
―
元
』
図
六
三

図
一
八　

明
章
潢
編
『
図
書
編
』（
一
九
七
一
（
用
萬
暦
四
十
一
年
刊
本
影
印
））
成
文
出
版
社
、
巻
四
五
、一
四
葉
右

図
一
九　
『
皇
輿
遐
覧　

北
京
大
学
図
書
館
蔵
清
代
彩
絵
地
図
』
一
一
九
頁

図
二
〇　

李
孝
聡
編
『
美
国
国
会
図
書
館
蔵
中
文
古
地
図
叙
録
」（
二
〇
〇
四
）
文
物
出
版
社
、
図
六
三

図
二
一　
『
中
華
古
地
図
珍
品
選
集
』
図
一
一
八
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お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
二
○
○
九
年
夏
以
降
、『
山
西
鎮
辺
垣
布
陣
図
』（
仮
称
）
に
つ
い
て
、
著
者
た
ち
が
行
っ
て
き
た
地
理
学
的
、
中
国
文
献
学
的
、

絵
画
論
的
な
見
地
か
ら
の
調
査
と
そ
の
結
果
を
簡
単
に
報
告
し
た
。『
布
陣
図
』
の
空
間
範
域
（
第
一
章
）
と
原
初
形
態
（
第
二
章
）
の
推
測
が

一
致
し
、
釈
文
の
内
容
検
討
（
第
二
章
）
と
絵
画
論
的
考
証
（
第
三
章
）
に
よ
る
年
代
推
定
が
一
致
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
・
分
析
が
有
機
的
か

つ
緊
密
に
つ
な
が
る
結
果
が
得
ら
れ
た
。

　

第
一
章
（
地
理
学
か
ら
の
調
査
分
析
）、
第
二
章
（
中
国
文
献
学
か
ら
の
調
査
分
析
）、
第
三
章
（
絵
画
論
か
ら
の
調
査
分
析
）
の
そ
れ
ぞ
れ
で

今
後
な
す
べ
き
多
く
の
課
題
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
共
同
研
究
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。『
山
西
鎮
辺
垣
布
陣
図
』
研
究
の
可
能
性

や
全
容
を
明
確
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
も
定
か
で
は
な
い
。

　

今
後
の
課
題
の
な
か
で
、
近
い
将
来
、
ぜ
ひ
と
も
実
行
し
た
い
の
は
、
同
図
の
描
く
山
西
地
域
で
の
実
地
踏
査
や
類
似
絵
図
の
比
較
調
査
で
あ

る
。
遠
く
な
い
将
来
、
実
現
さ
せ
た
い
の
は
、『
山
西
鎮
辺
垣
布
陣
図
』
の
本
格
的
な
修
復
と
そ
れ
を
中
心
と
す
る
一
般
展
示
や
報
告
書
作
成
で

あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
目
標
を
目
指
し
て
、
わ
た
し
た
ち
の
共
同
研
究
と
そ
の
報
告
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

【
謝
辞
】　
本
稿
作
成
の
過
程
で
は
、
阪
倉
篤
秀
教
授
（
関
西
学
院
大
学
）
か
ら
、
貴
重
な
ご
教
示
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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【
付
録
】

『
山
西
鎮
長
城
辺
垣
布
陣
図
』
釈
文

以
下
に
掲
げ
る
の
は
、『
布
陣
図
』
全
図
に
記
さ
れ
る
、
す
べ
て
の

城
関
・
堡
・
墩
台
な
ど
の
呼
称
を
書
き
起
こ
し
た
も
の
で
あ
る
。
題

記
に
は
、
日
本
語
試
訳
を
付
し
た
。

こ
の
作
業
は
、
宇
佐
美
文
理
と
木
津
祐
子
に
よ
り
行
っ
た
。
ま
ず

全
帖
を
二
分
し
て
そ
れ
ぞ
れ
が
草
稿
を
作
成
し
、
担
当
を
交
代
し
て

そ
れ
ぞ
れ
の
草
稿
を
校
訂
し
た
。
そ
の
よ
う
に
し
て
作
成
し
た
第
二

次
草
稿
を
も
と
に
、
木
津
が
、
呼
称
の
分
類
と
配
列
及
び
、
最
終
的

な
文
字
校
正
を
行
っ
た
。『
布
陣
図
』
で
用
い
ら
れ
る
漢
字
は
、「
関

／
關
」「
楼
／
樓
」
の
同
時
使
用
な
ど
も
含
め
、
で
き
る
限
り
使
用
の

ま
ま
の
字
体
を
用
い
る
よ
う
に
し
た
。

破
損
に
よ
り
判
読
で
き
な
い
箇
所
は
、
■
で
示
し
た
。

判
読
に
留
保
す
る
も
の
は
、
仮
に
記
し
た
文
字
の
後
に
「
？
」
を

付
し
た
。

判
読
は
で
き
な
い
が
、
他
の
箇
所
ま
た
は
位
置
関
係
か
ら
明
ら
か

に
特
定
が
可
能
な
文
字
は
、﹇　

﹈
内
に
記
し
、
他
と
区
別
し
た
。

第
一
帖
「
寧
武
」

一　

題
記

 

寧
武
所
掌
印
分
管
邊
垣
、
東
自
盤
道
梁
界
鵰
窩
堡
角
起
、
西
至
陽

方
口
界
寧
字
參
拾
壹
臺
止
、
沿
長
貳
拾
里
零
肆
拾
伍
丈
、
接
火
墩

臺
壹
拾
捌
座
。

　

 

寧
武
所
掌
印
の
担
当
管
轄
の
長
城
は
、
東
は
盤
道
梁
界
鵰
窩
堡

角
か
ら
、
西
は
陽
方
口
と
の
境
界
寧
字
參
拾
壹
臺
ま
で
、
長
さ

は
二
十
里
四
十
五
丈
、
接
火
墩
臺
は
十
八
座
。

二　

城
関
（
三
）

二
１　

寧
武
城

東
關　

西
關

（
路
程
記
）
北
至
神
池
堡
參
拾
里

（
路
程
記
）
東
至
盤
道
梁
陸
拾
里

（
路
程
記
）
南
至
忻
？
■
貳
百
里

（
路
程
記
）
西
至
寧
化
城
玖
拾
里

二
２　

寧
化
城

（
路
程
記
）
北
至
寧
武
城
玖
拾
里

（
路
程
記
）
東
至
忻
州
壹
百
貳
拾
里
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（
路
程
記
）
南
至
靜
樂
縣
捌
拾
里

（
路
程
記
）
西
至

嵐
州
壹
百
貳
拾
里

二
３　

朔
寧
堡

（
路
程
記
）
北
臨
本
邊

（
路
程
記
）
東
至
鵰
窩
梁
拾
里

（
路
程
記
）
南
至
寧
武
城
貳
拾
里

（
路
程
記
）
西
至
陽
方
口
拾
伍
里

三　

堡
（
二
）

大
河
堡　

寧
文
堡
（
寧
武
城
内
）

四　

閙
埿
驛

五　

路
口
（
四
）

王
野
梁
口　

楊
武
峪
口　

玄
崗
口　

支
鍋
石
口

六　

墩
（
一
八
）

 

護
■
﹇
城
？
﹈
墩　

西
梁
墩　

東
梁
墩　

南
梁
墩　

棋
盤
墩　

堡

後
墩　

麻
峪
壹
墩　

麻
峪
貳
墩　

碌
碌
湾
墩　

暸
高
墩　

永
寧
墩

黃
花
嶺
墩　

虎
頭
山
墩　

牛
心
墩　

汾
水
嶺
墩　

楼
子
山
墩　

于

家
庄
墩　

平
梁
墩

七　

天
池
海

八　

俞
湾
橋

第
二
帖　
「
鴈
門
」

一　

題
記　

無
し

二　

城
関
（
三
）

二
１　

鴈
門
關

（
路
程
記
）
北
至
廣
武
二
十
里

（
路
程
記
）
南
至
代
州
四
十
里

二
２　

代
州
城

北
關　

東
關　

西
關

（
路
程
記
）
北
至
■
﹇
鴈
﹈
門
關
肆
拾
里　

（
路
程
記
）
東
至
繁
峙
縣
陸
拾
里

（
路
程
記
）
西
■
﹇
南
﹈
至
崞
縣
陸
拾
里

（
路
程
記
）
西
至
寧
武
關
壹
百
捌
拾
里

二
３　

廣
武
城
（
廣
武
の
題
記
は
、
第
四
帖
に
あ
り
）

北
關

（
路
程
記
）
北
至
山
陰
縣
六
十
里

（
路
程
記
）
南
至
鴈
門
關
二
十
里
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二
４　

水
峪
口

（
路
程
記
）
北
至
山
陰
縣
四
十
里

（
路
程
記
）
東
至
胡
峪
口
三
十
一
里

（
路
程
記
）
南
至
代
州
六
十
里

（
路
程
記
）
西
至
廣
武
口
二
十
六
里

三　

堡
（
五
）

清
泰
堡　

清
淳
堡　

清
平
堡　

清
寧
堡　

陽
明
堡

四　

墩
台
（
五
五
）

 

廣
武
三
臺　

武
敵
臺　

白
家
庄
墩　

鎮
口
磚
墩　

陳
家
庄
墩　

赤

石
峪
墩　

榆
林
墩　

砂
家
寺
墩　

辛
寨
墩　

西
寺
峪
墩　

張
家
庄

墩　

貴
子
墩　

周
家
庄
墩　

永
安
墩　

長
溝
梁
墩　

馮
家
嶺
墩　

紅
河
梁
墩　

貳
拾
里
舖
墩　

堡
後
墩　

拾
里
舖
墩　

前
山
墩　

紅

凌
背
墩　

三
溝
梁
墩　

■

墩　

南
口
墩　

腰
舖
墩　

夏
凌
橋
磚

墩　

察
罕
舖
磚
墩　

沙
溝
墩　

鎮
朔
一
墩　

鎮
朔
二
墩　

鎮
朔
三

墩　

鎮
朔
四
墩　

鎮
溝
墩　

鎮
川
墩　

草
子
梁
墩　

馬
連
坪
墩　

西
山
嘴
磚
墩　

新

梁
墩　

永
安
磚
墩　

鴈
塔
墩　

廣
武
二
墩　

廣
武
二
墩（
１
）　

廣
武
三
墩　

新
西
梁
墩　

麻
布
袋
溝
墩　

栢
林
墩

東
崖
墩　

西
崖
墩　

舊
西
梁
墩　

靜
寧
墩　

護
城
墩　

護
城
墩　

■
■
■
（
破
損
）　

■
■
■
（
破
損
）

五　

楼
（
五
）

周
家
庄
楼　

辛
庄
子
磚
楼　

扼
寨
楼　

扼
寨
楼　

磚
楼

六　

路
口
（
一
）　

正
峪
口

七
、
そ
の
他

帳
頭
舖　

武
安
君
廟　

晉
王
墓　

栢
林
寺　

古
城

第
三
帖　
「
平
刑
」

一　

題
記

 

平
刑
守
備
分
管
邊
垣
、
東
自
平
刑
嶺
石

庵
盡
境
起
、
西
至
北
楼

界
龍
山
臥
羊
塲
止
、
邊
長
壹
百
貳
拾
肆
里
零
玖
拾
丈
、
墩
臺
陸
拾

壹
座
。

　

 

平
刑
守
備
分
轄
の
長
城
は
、
東
は
平
刑
嶺
石

庵
の
端
か
ら
、

西
は
北
楼
と
の
境
界
龍
山
臥
羊
塲
ま
で
、
全
長
百
二
十
四
里

九
十
丈
、
墩
臺
数
は
六
十
一
座
。

二　

城
関

二
１　

平
刑
關
城

　
　
　
（
路
程
記
）
北
至
渾
源
州
壹
百
貳
拾
里
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（
路
程
記
）
東
至
石

庵
參
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
南
至
繁
峙
縣
壹
百
貳
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
西
至
北
楼
界
龍
山
壹
百
壹
拾
參
里

二
２　

平
刑
嶺
口

　
　
　
（
路
程
記
）
西
北
至
團
城
口
壹
拾
伍
里

　
　
　
（
路
程
記
）
東
至
靈
昌
小
寨
村
拾
伍
里

　
　
　
（
路
程
記
）
南
至
石

庵
參
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
西
南
至
平
刑
關
伍
里

三　

堡
（
二
）

團
城
口　

大
營
堡

四　

墩
（
二
九
）

 

大
黃
墩　

小
南
墩　

榆
林
臺
墩　

張
家
庄
墩　

梁
墩　

大
梁
墩

龍
門
墩　

禅
房
墩　

喬
児
溝
墩　

家
嘴
墩　

鎮
寧
墩　

鎮
安
墩

鎮
平
墩　

小
孤
山
墩　

小
寨
墩　

石
仁
懷
墩　

勝
伏
崖
墩　

古
峪

坡
墩　

平
安

墩　

挑
子
山
墩　

大
孤
山
墩　

沒
洞
駝
墩　

鷂
子

澗
墩　

三
泉
墩　

土
墩（
２
）　

土
墩　

土
墩　

磚
墩　

磚
墩

五　

路
口
（
一
）

正
峪
口

六　

鎮
外
城
関
（
三
）

紫
荊
關　

靈
丘
縣　

廣
昌
縣

七　

そ
の
他

石

庵　

真
定
界　

平
安
　

蔡
家
峪

第
四
帖　
「
茹
越
・
廣
武
」

一　

題
記

一
１　

茹
越

 

茹
越
守
備
分
管
邊
垣
、
東
自
北
楼
界
北
岔
溝
起
、
西
至
廣
武
界
東

津
峪
止
、
邊
長
肆
拾
伍
里
、
接
火
墩
臺
并
磚
楼
共
參
拾
壹
座
。

　

 

茹
越
守
備
分
轄
の
長
城
は
、
東
は
北
楼
と
の
境
界
北
岔
溝
か
ら
、

西
は
廣
武
と
の
境
界
東
津
峪
ま
で
、
全
長
四
十
五
里
、
接
火
墩

台
並
び
に
磚
楼
は
、
合
わ
せ
て
三
十
一
座
。

一
２　

廣
武

 

廣
武
守
備
分
管
邊
垣
、
東
自
茹
越
界
東
津
峪
起
、
西
至
中
路
盤
道

梁
界
神
樹
梁
止
、
邊
長
壹
百
零
參
拾
捌
丈
、
接
火
墩
臺
并
磚
楼
共

捌
拾
肆
座
。

　

 

廣
武
守
備
分
轄
の
長
城
は
、
東
は
茹
越
の
境
界
東
津
峪
か
ら
、
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西
は
中
路
盤
道
梁
の
境
界
神
樹
梁
ま
で
、
全
長
百
三
十
八
丈
、

接
火
墩
台
並
び
に
磚
楼
は
合
わ
せ
て
八
十
四
座
。

二　

堡

二
１　

茹
越
磚
堡

　
　
　
（
路
程
記
）
北
至
應
州
肆
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
東
至
小
石
口
貳
拾
伍
里

　
　
　
（
路
程
記
）
南
至
繁
峙
縣
陸
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
西
至
馬
蘭
口
貳
拾
伍
里

二
２　

馬
蘭
口

　
　
　
（
路
程
記
）
北
至
山
陰
縣
參
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
東
至
茹
越
口
貳
拾
伍
里

　
　
　
（
路
程
記
）
南
至
繁
峙
縣
陸
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
西
至
胡
峪
口
拾
伍
里

二
３　

胡
峪
口

　
　
　
（
路
程
記
）
北
至
山
陰
縣
參
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
東
至
馬
蘭
口
壹
拾
伍
里

　
　
　
（
路
程
記
）
南
至
繁
峙
縣
陸
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
西
至
水
峪
口
參
拾
壹
里

二
４　

茹
越
土
堡

二
５　

清
熙
堡

二
６　

清
裕
堡

三
、
縣

三
１　

繁
峙
縣

　
　
　
（
路
程
記
）
北
至
馬
蘭
口
陸
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
東
至
平
刑
關
壹
百
貳
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
南
至
五
臺
山
華
巖
嶺
玖
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
西
至
代
州
陸
拾
里

三
２　

五
臺
縣

　
　
　
（
路
程
記
）
北
至
代
州
壹
百
貳
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
東
至
龍
泉
関
壹
百
伍
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
南
至
定
襄
縣
捌
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
西
至
崞
縣
壹
百
貳
拾
里

四　

墩
（
四
六
）

 
肆
崗
墩　

劉
家
坡
墩　

潘
潘
梁
墩　

孔
家
梁
墩　

東
山
嘴
墩　

吳

家
庄
墩　

鉄
角
梁
墩　

下
茹
越
墩　

古
城
墩　

走
馬
平
墩　

大
扢

搭
墩　

北
楼
貳
墩　

北
楼
參
墩　

西
嘴
磚
楼　

時
峪
磚
楼　

秦
自
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嘴
墩　

小
三
門
墩　

神
樹
坡
墩　

堡
後
墩　

二
架
梁
墩　

明
伏
峪

墩　

■
■
■
■
（
破
損
）　

大
安
嶺
墩　

北
峯
墩　

羊
興
墩　

棗
林

墩　

東
津
峪
墩　

西
津
峪
墩　

大
黃
花
墩　

殷
家
庄
墩　

前
殿
崖

墩　

雙
津
墩　

石
仁
嶺
墩　

三
尖
墩　

磨
児

墩　

黃
花
梁
墩　

分
水
嶺
墩　

鵰
窩
嘴
墩　

姑
姑
腦
墩　

參
拾
里
舖
墩　

土
墩　

土

墩　

土
墩　

土
墩　

土
墩　

土
墩

五
、
正
峪
口
（
三
）

正
峪
口　

正
峪
口　

正
峪
口

第
五
帖
「
北
楼
」

一　

題
記

 

北
楼
守
備
分
管
邊
垣
、
東
自
平
刑
界
龍
山
臥
羊
塲
起
、
西
至
茹
越

界
北
岔
溝
止
、
邊
長
捌
拾
肆
里
零
玖
拾
丈
貳
尺
、
接
火
墩
臺
并
磚

楼
共
伍
拾
壹
座
。

　

 

北
楼
守
備
分
轄
の
長
城
は
、
東
は
平
刑
と
の
境
界
龍
山
臥
羊
塲

か
ら
、
西
は
茹
越
と
の
境
界
北
岔
溝
ま
で
、
全
長
八
十
四
里

九
十
丈
二
尺
、
接
火
墩
臺
並
び
に
磚
楼
は
合
わ
せ
て
五
十
一
座
。

二　

北
樓
城

　
　
　
（
路
程
記
）
北
至
應
州
伍
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
東
至
凌
雲
口
參
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
南
至
砂
澗
驛

拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
西
至
大
石
口
貳
拾

里

三　

堡

三
１
凌
雲
口

　
　
　
（
路
程
記
）
北
至
渾
源
州
邊
要
山
肆
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
東
至
車
道
塲
口
參
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
南
至
繁
峙
縣
羊
圈
村
壹
百
貳
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
西
至
北
楼
口
參
拾
里

三
２　

大
石
口

　
　
　
（
路
程
記
）
北
至
應
州
參
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
東
至
北
樓
口
貳
拾

里

　
　
　
（
路
程
記
）
南
至
繁
峙
縣
辛
興
村
玖
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
西
至
小
石
口
參
里

三
３　

小
石
口

　
　
　

北
關

　
　
　
（
路
程
記
）
北
至
應
州
參
拾
里
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（
路
程
記
）
東
至
大
石
口
參
里

　
　
　
（
路
程
記
）
南
至
繁
峙
縣
伏
連
坊
陸
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
西
至
茹
越
口
貳
拾
伍
里

四　

砂
澗
驛

五　

墩
台
（
五
〇
）

 

北
楼
參
臺　

北
樓
肆
臺　

北
樓
伍
臺　

北
楼
陸
臺　

新
開
嶺
墩　

谷
角
嶺
墩　

焦
蒿
墩　

峯
臺
嶺
墩　

西
嶺
関
墩　

天
井
梁
墩　

砂

澗
墩　

黃
沙
梁
墩　

碾
子
梁
墩　

石
梯
子
墩　

峯
臺

墩　

禪
房

墩　

麻
森
嶺
墩　

白
馬
神
墩　

大
石
堡
墩　

川
草
平
墩　

柴
堆
梁

墩　

黑
峪
梁
墩　

羊
腦
墩　

四
角
嶺
墩　

枕
頭
梁
墩　

小
峯
臺
墩

獨
柴
樹
墩　

龍
王
堂
墩　

西
山
頭
墩　

辛
興
墩　

狼
尾
山
墩　

鎮

口
墩　

河
叫
梁
墩　

大
王
嶺
墩　

呂
家
溝
墩　

得
勝
墩　

護
城
墩

護
城
墩　

護
城
墩　

護
城
墩　

護
城
墩　

護
城
墩　

護
城
墩　

護

城
墩　

磚
墩　

磚
墩　

磚
楼　

土
墩　

土
墩　

土
墩

七　

正
峪
口
（
四
）

正
峪
口　

正
峪
口　

正
峪
口　

正
峪
口

八　

五
台
山

中
臺　

東
臺　

南
臺　

西
臺　

北
臺　

第
六
帖
「
車
道
塲
口
」

一　

題
記　

無
し

二
１　

車
道
塲
口

　
　
　
（
路
程
記
）
北
至
渾
源
州
參
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
東
至
太
安
嶺
口
肆
拾
伍
里

　
　
　
（
路
程
記
）
南
至
繁
峙
縣
貳
百
貳
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
西
至
凌
雲
口
參
拾
里　

二
２　

太
安
嶺
口

　
　
　
（
路
程
記
）
北
至
渾
源
州
寨
頭
村
壹
拾
伍
里

　
　
　
（
路
程
記
）
東
南
至
團
城
口
貳
拾
肆
里

　
　
　
（
路
程
記
）
南
至
繁
峙
縣
齊
城
村
貳
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
西
至
車
道
塲
口
肆
拾
伍
里

三　

墩
（
三
六
）

 
牛
還
梁
墩　

小
寨
墩　

里
峪
梁
墩　

前
龍
山
墩　

金
山
墩　

訓
草

評
墩　

大
臺
嶺
墩　

洪
水
墩　

北
駝
梁
墩　

前
山
墩　

老
君
殿
墩

東
梁
墩　

黑
石
梁
墩　

子
山
墩　

雙
梁
墩　

鳳
凰
上
墩　

許
秀



四
四

『山西鎮辺垣布陣図』（仮称）に関する地理学、文献学、絵画論的調査

作
墩　

龍
盆
墩　

闖
道
梁
墩　

長
峪
梁
墩　

大
板
溝
梁　

柴
木
梁

墩　

長
柴
墩　

黃
土
坡
墩　

麻
黃
梁
墩　

龍
山
墩　

西
梁
墩　

松

林
墩　

桃
刺
梁
墩　

土
墩　

土
墩　

土
墩　

土
墩　

土
墩　

土
墩

庄
■

四　

路
口
類
（
四
）

瓦
窰
口　

驢
馬
道　

正
峪
口　

正
峪
口

第
七
帖
「
草
垜
山
」

一　

題
記

 

草
垜
山
守
備
分
管
邊
垣
、
東
自
水
泉
界
斬
賊
貳
台
起
、
西
至
樺
林

界
老
牛
灣
河
口
止
、
邊
長
貳
拾
陸
里
零
捌
步
、
邊
腹
接
火
墩
台
貳

拾
參
座
。

　

 

草
垜
山
守
備
分
轄
の
長
城
は
、
東
は
水
泉
と
の
境
界
斬
賊
貳
台

か
ら
、
西
は
樺
林
と
の
境
界
老
牛
灣
河
口
ま
で
、
そ
の
区
間
の

邊
長
二
十
六
里
八
步
、
邊
腹
接
火
墩
台
は
二
十
三
座
。

二　

堡

二
１　

草
垜
山
堡

　
　
　
（
路
程
記
）
北
至
邉
墻
伍
里

　
　
　
（
路
程
記
）
東
至
水
泉
貳
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
南
至
偏
関
陸
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
西
至
滑
石
澗
參
拾
里

二
２　

滑
石
澗
堡

　
　
　
（
路
程
記
）
北
至
大
邉
百
歩

　
　
　
（
路
程
記
）
東
至
草
垜
山
參
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
南
至
黄
龍
池
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
西
至
老
牛
湾
拾
里

二
３　

黄
龍
池
民
堡

三　

楼
（
四
）

中
嘴
楼　

将
台
楼　

護
水
楼　

馬
站
楼

四　

墩
台
（
一
九
）

 

賊
貳
台　

柞
子
墕
墩　

故
市
墩　

平
梁
墩　

寺
墕
墩　

馬
營
墩

永
安
一
墩　

永
安
二
墩　

鎮
邉
墩　

鎮
寧
墩　

保
安
墩　

水
門
墩

龍
頭
墩　

磨
扇
嘴
墩　

紫
金
山
墩　

明
登
台
墩　

十
八
盤
墩　

常

楽
墩　

護
城
墩

五
、
路
口
（
五
）

皮
窰
東
口　

皮
窰
西
口　

鎮
邉
口　

鎮
寧
口　

呑
虎
口
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六
、
そ
の
他

白
塔
児

第
八
帖
「
白
草
溝
」

一　

題
記　

無
し

二　

堡

二
１　

白
草
溝
口

　
　
　
（
路
程
記
）
北
至
馬
邑
縣
肆
拾
伍
里

　
　
　
（
路
程
記
）
東
至
廣
武
口
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
南
至
代
州
陸
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
西
至
八
岔
口
壹
拾
伍
里

二
２　

八
岔
口

　
　
　
（
路
程
記
）　

北
至
馬
邑
縣
肆
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）　

東
至
白
草
口
拾
伍
里

　
　
　
（
路
程
記
）　

南
至
代
州

拾
伍
里

　
　
　
（
路
程
記
）　

西
至
盤
道
梁
界
神
樹
梁
拾
貳
里

二
３
〜
４　

清
和
堡　

清
安
堡

三　

城
関

三
１　

崞
縣
城

　
　
　

南
關

　
　
　
（
路
程
記
）
北
至
■
﹇
代
﹈
州
陸
拾
里　

　
　
　
（
路
程
記
）
東
至
■
■
﹇
五
台
？
﹈
縣
壹
百
貳
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
南
至
忻
州
壹
百
貳
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
西
至
寧
武
関
壹
百
貳
拾
里

三
２　

舊
廣
武
城

四　

原
平
驛

五　

楼
（
三
）

東
錫
命
楼　

東
真
吉
楼　

西
鞏
固
楼

八　

墩
台
（
三
五
）

 

廣
武
壹
臺　

舊
站
墩　

咽
喉
墩　

西
險
順
墩　

鎮
口
墩　

鎮
虎
墩

南
山
嘴
墩　

六
郎
墩　

廣
武
貳
墩　

水
溝
梁
墩　

平
山
梁
墩　

磨

盤
山
墩　

駱
駝
梁
墩　

八
岔
墩　

班
聶
墩　

班
聶
屯
墩　

王
董
墩

王
董
伍
里
墩　

唐
昌
墩　

唐
昌
伍
里
墩　

城
北
伍
里
墩　

城
南
伍

里
墩　

南
陽
墩　

南
陽
伍
里
墩　

北
賈
墩　

北
賈
伍
里
墩　

武
延

墩　

武
延
伍
里
墩　

原
平
墩　

原
平
伍
里
墩　

唐
林
墩　

唐
林
伍

里
墩　

水
芹
梁
墩　

雞
兒

塔
墩　

神
樹
梁
墩
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九　

正
峪
口
（
二
）

　
　
　

正
峪
口　

正
峪
口

第
九
帖
「

嵐
」

一　

題
記

嵐
守
備
分
管
腹
裏
、
接
火
墩
台
參
拾
參
座
。

嵐
守
備
分
轄
の
長
城
区
間
内
は
、
接
火
墩
台
三
十
三
座
。

二　

嵐
州

　
　
　
（
路
程
記
）
北
至
五
寨
陸
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
東
至
静
楽
縣
壹
百
貳
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
南
至
興
縣
壹
百
貳
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
西
至
保
徳
州
壹
百
捌
拾
里

三　

縣

三
１　

興
縣

　
　
　
（
路
程
記
）
北
至
保
德
州
壹
百
捌
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
東
至
嵐
縣
壹
百
貳
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
南
至
臨
縣
壹
百
陸
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
西
至
黄
河
伍
拾
里

三
２　

嵐
縣

　
　
　
（
路
程
記
）
北
至

嵐
州
壹
百
貳
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
東
至
静
楽
縣
陸
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
南
至
永
寧
州
貳
百
捌
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
西
至
興
縣
壹
百
貳
拾
里

四　

堡

四
１　

三
岔
堡

　
　
　
（
路
程
記
）
北
至
偏
関
捌
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
東
至
中
路
神
池
伍
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
南
至
五
寨
陸
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
西
至
保
徳
州
壹
百
肆
拾
里

四
２　

五
寨
堡

　
　
　
（
路
程
記
）
北
至
三
岔
陸
拾
里　

　
　
　
（
路
程
記
）
東
至
神
池
捌
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
南
至
寧
化
玖
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
西
至

嵐
州
陸
拾
里

五　

楼
（
三
）

小
河
頭
楼　

瓮
兒
水
楼　

郭
家
河
楼
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六　

墩
（
三
〇
）

 
韓
光
寨
墩　

庄
窩
墩　

雙
碾
梁
墩　

鷄
兒

墩　

趙
家
尖
墩　

護

城
墩　

王
家
庄
墩　

瓮
兒
水
墩　

大
燕
兒
墩　

柴
峁
墩　

小
燕
兒

墩　

趙
和
庄
墩　

趙
家
尖
墩　

白
草
梁
墩　

野
雞

墩　

雞
兒

墩　

許

瞭
墩　

焦
家

墩　

暗
門
墩　

賀
智
都
墩　

下

墩　

歸
兒
峁
墩　

茸
子
梁
墩　

王
都
市
墩　

野
雞
■　

大

墩 　

閙
母

峪
墩　

高
家
會
墩　

銅
鼓
山
墩　

鑽
天
峁
墩

七　

そ
の
他

三
井　

蘆
茅
山

第
十
帖
「
水
泉
營
」

一　

題
記

 

水
泉
營
遊
擊
分
管
邊
界
、
東
自
五
眼
井
防
守
界
兔
兒

墩
起
、
西

至
草
垜
山
守
備
界
柳
溝
墩
止
、
邊
長
參
拾
陸
里
零
捌
步
、
紅
門
隘

口
壹
處
市
場
堡
壹
座
、
邊
腹
墩
台
貳
拾
座
。

　

 

水
泉
營
遊
擊
分
轄
の
長
城
境
界
は
、
東
は
五
眼
井
防
守
と
の
境

界
兔
兒

墩
か
ら
始
ま
り
、
西
は
草
垜
山
守
備
と
の
境
界
柳
溝

墩
ま
で
、
全
長
は
三
十
六
里
八
步
、
紅
門
隘
口
に
一
市
場
と
堡

一
座
あ
り
、
邊
腹
墩
台
は
二
十
座
。

二　

水
泉
營
城

　
　
　
（
路
程
記
）
北
至
大
邉
貳
里

　
　
　
（
路
程
記
）
東
至
老
營
城
肆
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）　

南
至
田
冉
堡
貳
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）　

西
至
草
垜
山
貳
拾
里

三　

紅
門
市
場

四　

寺
墕
民
堡

五　

墩
（
二
〇
）

 

兎
兒

墩　

梨
兒
墩　

城
南
墩　

護
城
墩　

馬
台
梁
墩　

瞭
高
山

墩　

馬
台
墩　

五
眼
井
墩　

孫
家
梁
墩　

紅
門
西
楼　

石
峁
墩　

斬
賊
墩　

定
邉
墩　

滅
楼
墩　

柳
溝
墩　

元
峁
墩　

官
嘴
墩　

杏

元
墩　

寺
墕
墩　

劉
家
峁
墩

六　

路
口
類
（
一
）

水
口

第
十
一
帖
「
老
營
」

一　

題
記
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一
１　

老
營
參
將

 
老
營
參
將
分
管
邊
垣
、
東
自
大
同
界
丫
角
台
起
、
西
至
水
泉
南
海

子
墩
止
、
邊
長
參
拾
陸
里
零
貳
百
陸
拾
步
、
邊
腹
墩
台
肆
拾
伍
座
。

　

 

老
營
參
將
分
轄
の
長
城
は
、
東
は
大
同
の
境
界
丫
角
台
か
ら
、

西
は
水
泉
南
海
子
墩
ま
で
、
全
長
三
十
六
里
二
百
六
十
步
、
邊

腹
墩
台
は
四
十
五
座
。

一
２　

老
營
所

 

老
營
所
分
管
内
邊
、
自
中
路
八
角
守
備
界
地
椒
峁
起
、
北
至
好
漢

山
大
邊
止
、
邊
長
肆
拾

里
、
接
火
燉
台
壹
拾
貳
座
。

　

 

老
營
所
分
轄
の
長
城
は
、
中
路
八
角
守
備
の
境
界
の
地
椒
峁
か

ら
、
北
は
好
漢
山
大
邊
ま
で
、
全
長
四
十
七
里
、
接
火
燉
台

十
二
座
。

二　

老
營
城

　
　
　
（
路
程
記
）
北
至
大
邊
貳
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
東
至
賈
堡
貳
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
南
至
中
路
八
角
捌
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
西
至
田
冉
堡
貳
拾
里

三　

堡

三
１　

賈
家
堡

　
　
　
（
路
程
記
）
北
至
大
同
將
軍
會
貳
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
東
至
乃
河
貳
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
南
至
中
路
長
林
参
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
西
至
老
營
城
貳
拾
里

三
２　

五
眼
井
堡

　
　
　
（
路
程
記
）
北
至
邉
墻
百
歩

　
　
　
（
路
程
記
）
東
至
將
軍
會
壹
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
南
至
老
營
肆
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
西
至
好
漢
山
壹
拾
里

三
３　

永
興
堡

　
　
　
（
路
程
記
）
北
至
馬
站
貳
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
東
至
八
角
伍
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
南
至
楼
溝
貳
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
西
至
偏
関
肆
拾
里

三
４　

馬
站
堡

　
　
　
（
路
程
記
）
北
至
草
垜
山
肆
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
東
至
老
營
肆
拾
里
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（
路
程
記
）
南
至
永
興
貳
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
西
至
偏
関
肆
拾
里

三
５　

好
漢
山
民
堡

三
６　

栢
楊
嶺
民
堡

三
７　

田
冉
民
堡

四　

路
口
類
（
三
）

五
眼
井
口　

好
漢
山
口　

官
河
口

五　

墩
台
楼
（
五
八
）

 

兮
﹇
丫
﹈
角
台　

地
椒
峁
墩　

左
峯
墩　

中
峯
墩　

右
峯
墩　

青

羊
峁
墩　

鎮
州
墩　

沙
溝
墩　

庄
窩
墩　

鴉
子
坪
墩　

上
土
寨
墩

鴉
兒
朋
墩　

東
庄
窩
墩　

西
北
峁
墩　

徐
家
峁
墩　

波
家
峁
墩　

馬
肚
梁
墩　

舊
方
城
墩　

小
營
児
墩　

曲
家
湾
墩　

将
軍
峁
墩　

望
遠
墩　

鴉
兒
崖
墩　

坐
營
峁
墩　

周
家
山
墩　

艾
毫

墩　

栢

楊
嶺
墩　

中
嘴
墩　

西
高
山
墩　

好
漢
山
墩　

好
漢
山
舊
墩　

鎮

寧
墩　

庄
窩
墩　

截
頭
墩　

平
安
墩　

方
城
墩　

林
家
坪
墩　

大

元
峁
墩　

鎮
溝
墩　

紅
峁
溝
墩　

石
嘴
墩　

獅
子
嘴
墩　

虎
尾
墩

鎮
平
墩　

雙
山
楼　

南
海
子
墩　

楊
家
營
墩　

陳
家
窨
墩　

油
房

墩　

永
興
墩　

甲
嘴
墩　

冉
家
營
墩　

輔
佐
山
墩　

護
城
楼　

護

城
墩　

李
家
塔
墩　

潘
家
梁
墩　

當
家
梁
墩

第
十
二
帖
「
河
會
」

一　

題
記

 

河
會
防
守
分
管
邊
垣
、
自
紅
溝
兒
梁
起
石
梯
隘
口
止
、
邊
長
參
拾

伍
里
、
腹
裏
接
火
燉
台
壹
拾
玖
座
。

　

 

河
會
防
守
分
轄
の
長
城
は
、
紅
溝
兒
梁
か
ら
石
梯
隘
口
ま
で
、

全
長
三
十
五
里
、
区
間
内
の
接
火
燉
台
十
九
座
。

二　

堡

二
１
河
會
堡

　
　
　
（
路
程
記
）
北
至
唐
家
會
貳
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
東
至
偏
関
捌
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
南
至
保
徳
州
壹
百
里

　
　
　
（
路
程
記
）
西
至
黄
河
壹
里

二
２
唐
家
會

　
　
　
（
路
程
記
）
北
至
河
曲
營
十
里

　
　
　
（
路
程
記
）
東
至
偏
関

拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
南
至
河
會
貳
拾
里
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（
路
程
記
）
西
至
黄
河
貳
里

三　

縣

三
１　

河
曲
縣

　
　
　
（
路
程
記
）
北
至
唐
家
會

拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
東
至
三
岔
壹
百
貳
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
南
至

嵐
州
壹
百
捌
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
西
至
黄
河
壹
拾
里

三
２　

府
谷
縣

四　

保
徳
州

　
　
　
（
路
程
記
）
北
至
黄
河

　
　
　
（
路
程
記
）
東
至
河
曲
縣
陸
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
南
至

嵐
州
壹
百
捌
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
西
至
興
縣
壹
百
捌
拾
里

五　

五
花
城

六　

路
口
（
七
）

 

馬
頭
口　

張
家
口　

賀
家
口　

飲
馬
口　

水
口　

五
花
城
口　

回

谷
口

七　

墩
台
（
一
九
）　

題
記
と
合
致

 

險
崖
墩　

觀
音
梁
墩　

羊
家
寨
墩　

天
梁
墩　

寺
墕
墩　

黄
鼠
坪

墩　

紅
崖
墩　

由
峪
墩　

石
梯
子
墩　

王
義
庄
墩　

天
橋
子
墩　

黄
金
山
墩　

花
元
子
墩　

羊
家
山
墩　

土
溝
墩　

鉄
匠
鋪
墩　

白

玉
泉
墩　

孫
家
梁
墩　

古
城
梁
墩

八　

そ
の
他

黄
甫
川　

水
寨
寺

第
十
三
帖
「
偏
關
」

一　

題
記

偏
關
參
將
分
管
腹
裏
、
接
火
燉
台
貳
拾
捌
座
。

　

偏
關
參
將
分
轄
内
に
は
、
接
火
燉
台
二
十
八
座
。

二　

偏
頭
關
城

　
　
　
（
路
程
記
）
北
至
黄
龍
池
肆
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
東
至
馬
站
肆
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
南
至
中
路
八
角
玖
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
西
至
河
曲
營
捌
拾
里

三　

堡

三
１
楼
溝
堡
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（
路
程
記
）
北
至
永
興
貳
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
東
至
三
岔
肆
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
南
至
河
曲
縣
玖
拾
里

　
　
　
（
路
程
記
）
西
至
偏
関
肆
拾
里

三
２　

韓
家
坪
民
堡

四　

墩
（
二
八
）
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■
■　

■

■
五
、
そ
の
他

崟
水
塔

注（
１
）「
廣
武
二
墩
」
が
重
複
。
ど
ち
ら
か
が
「
一
墩
」
か
。

（
２
）「
□
□
峪
」
の
如
き
文
字
列
を
消
し
た
上
に
重
ね
書
き
。
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『山西鎮辺垣布陣図』（仮称）に関する地理学、文献学、絵画論的調査

Ningwu 寧武 and the west end of the east line of the Great Wall. Accordingly, the 

Defense Map is considered to have been composed of more than thirteen sheets, 

and have represented the whole region along the east and west lines of the Great 

Wall.

In Chapter 3, the pictorial features of the Map are analyzed based on 

comparison with landscape paintings and pictorial maps during Ming and Qing 

Dynasties. The detailed observation of drawing manners and colors of mountains 

and rivers indicates that the Defense Map might have been drawn at the end of 

Ming. As for the position from which painters draw pictures or maps, the Map 

seems to have partly horizontal and bird's-eye visions. The vision from the 

heaven is commonly shown in the early Chinese map projection. On the other 

hand, the horizontal vision is recognized in Chinese landscape paintings. The 

bird's-eye vision is considered to be a compromise of the vertical and horizontal 

visions. The Map does not show the vertical vision as recognized in ancient 

pictorial maps, but is clearly affected by drawing styles and compositions of 

landscape paintings. The Map might give an early example of transition in the 

map-drawing style from pictorial maps to landscape paintings.

Appendix: Transcription and Japanese translation of Chinese text written on 

"Defense Map along the Great Wall in Shanxi"
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京都大學文學部研究紀要　第49号

Study on "Defense Map along the Great Wall in Shanxi 山西 " from the 

Viewpoints of Geography, Chinese Philology, and Chinese Theory of Arts: 

a preliminary observation

Kazuko TANAKA, Yuko KIZU and Bunri USAMI

Abstract:

"Defense Map along the Great Wall in Shanxi 山西 " (a thirteen-sheet album, 

color on silk), which is stored in the Geographical Division of Kyoto University 

Museum, is preliminarily analyzed from the viewpoints of geography, Chinese 

philology, and Chinese theory of arts. Each sheet is a pictorial map of defense 

camps, beacon-bases, mountains and rivers, and so on. Names of the camps and 

the beacon-bases, road-distances between camps and their related places, and 

description about military territories of the major camps appear in the Map.  

In Chapter 1 of this paper, the spatial characteristics of the Map is analyzed. 

Not only locations of major places, geographical areas covered in the thirteen 

sheets, and their arrangement, but also the whole distribution of camps and their 

related places are identified by comparing the Map with historical maps in Ming 

明 and Qing 清 Dynasties and current geographical maps. The analysis on 

functional relationships between major camps as well as the other places in the 

thirteen sheets clarifies that there was close relationship among the areas along 

the east line of the Great Wall, and among those along the west line. It is likely 

that the former and the latter did not directly relate to one another, however.

In Chapter 2, Chinese texts written on the Map are examined based on 

information from historical materials on chronography about Shanxi region, and 

the following points are concluded: it is possible that the Map illustrated the 

military situation in the northern part of Shanxi at the end of Ming Dynasty. It 

seems that there are some missing sheets describing the areas around the Castle 
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